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吉
田
東
伍
博
士
（
一
八
六
四
〜
一
九
一
八
）
は
、『
大
日
本
地
名
辭
書
』
の

編
纂
者
に
し
て
、『
倒
叙
日
本
史
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
稀
代
の
歴
史
地

理
学
者
で
あ
る
が
、
文
藝
面
に
も
意
を
注
が
れ
、『
世
子
六
十
以
後
申
樂
談
義
』

『
世
阿
弥
十
六
部
集
』
の
校
注
な
ど
近
代
能
楽
研
究
の
鼻
祖
と
し
て
も
名
高
い
。

極
め
て
多
方
面
に
亘
る
吉
田
博
士
の
研
究
活
動
の
中
に
お
い
て
、
従
来
ほ
と
ん

ど
等
閑
に
附
せ
ら
れ
て
来
た
の
が
、
漢
詩
作
者
と
し
て
の
側
面
で
あ
る
。
本
稿

で
は
竹
本
幹
夫
教
授
が
継
続
さ
れ
て
い
る
新
潟
県
新
潟
市
大
鹿
に
あ
る
博
士
の

旧
居
、
吉
田
文
庫
の
蔵
書
、
原
稿
群
の
総
合
調
査
に
一
日
筆
者
も
参
加
を
許
さ

れ
て
、
吉
田
博
士
の
漢
詩
研
究
に
つ
い
て
い
さ
さ
か
知
る
所
が
あ
っ
た
の
を
報

告
す
る
も
の
で
あ
る
。
吉
田
文
庫
関
係
の
各
位
と
竹
本
教
授
の
ご
厚
意
に
深
甚

の
謝
意
を
表
す
る
。

　

吉
田
博
士
の
漢
詩
研
究
は
、
漢
詩
の
実
作
と
分
か
ち
が
た
く
結
び
つ
い
て
い

る
。
漢
詩
人
が
誰
し
も
歩
を
進
め
た
階
梯
な
の
で
あ
ろ
う
が
、
過
去
と
同
時
代

の
中
国
と
日
本
双
方
の
漢
詩
作
品
を
読
ん
で
楽
し
む
こ
と
が
昂
じ
て
、
や
が
て

自
ら
も
漢
詩
を
作
り
た
い
と
い
う
衝
動
に
駆
ら
れ
て
実
作
を
手
掛
け
る
の
が
日

本
の
漢
詩
人
の
常
道
で
あ
っ
た
。
漢
詩
に
さ
ま
ざ
ま
な
題
材
や
詩
形
が
あ
る
こ

と
を
知
る
と
実
作
と
研
究
と
が
並
行
し
て
行
わ
れ
る
。
漢
詩
の
題
材
も
詩
形
も

多
岐
に
亘
る
し
、
吉
田
博
士
が
活
躍
し
た
明
治
、
大
正
と
い
う
時
代
は
日
本
に

お
い
て
も
三
都
は
勿
論
の
こ
と
、
吉
田
博
士
の
生
地
新
潟
に
も
綺
羅
星
の
よ
う

に
優
れ
た
漢
詩
人
が
い
た
の
で
、
そ
う
し
た
先
輩
知
友
へ
の
憧
憬
が
ま
す
ま
す

実
作
と
研
究
と
に
拍
車
を
か
け
た
の
で
あ
る
。
身
近
か
な
親
族
に
実
兄
旗
野
廉

堂
（『
北
越
詩
話
』
巻
十
「
旗
野
餘
」
に
略
伝
と
詩
の
評
有
り
）、
一
青
が
い
て
、

叔
父
に
は
旗
野
櫻
坪
が
あ
っ
て
皆
漢
詩
を
善
く
し
た
。

　

現
在
の
漢
詩
の
研
究
者
は
、
ほ
と
ん
ど
が
唐
宋
の
漢
詩
を
基
準
と
し
て
、
そ

の
規
格
韻
律
語
彙
を
調
査
す
る
こ
と
か
ら
始
め
る
。
こ
れ
は
漢
詩
を
外
国
文
学

と
し
て
の
み
扱
お
う
と
す
る
近
代
的
な
学
問
分
野
の
細
分
化
が
も
た
ら
し
た
現

象
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
「
科
学
的
な
」
区
分
意
識
が
も
た
ら
し
た
、

邦
人
撰
に
係
る
漢
詩
文
を
日
本
文
学
の
領
域
か
ら
も
中
国
文
学
の
領
域
か
ら
も

排
除
す
る
結
果
も
た
ら
さ
れ
た
現
状
は
、
日
本
語
に
と
っ
て
利
よ
り
も
害
が
多

き
を
占
め
る
こ
と
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
漢
字
、
漢
語
の
備
え
る
表
意
性
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や
典
故
の
思
想
は
、
邦
人
の
記
し
た
漢
詩
文
に
お
い
て
よ
り
身
近
な
も
の
と
し

て
習
得
で
き
る
の
で
あ
る
か
ら
、
日
本
語
に
お
い
て
漢
字
、
漢
語
の
使
用
を
廃

さ
ぬ
限
り
、
日
本
漢
詩
文
を
現
在
の
よ
う
に
閑
却
す
る
こ
と
は
近
代
科
学
思
想

の
弊
害
の
ひ
と
つ
と
断
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

と
こ
ろ
が
吉
田
博
士
の
生
き
た
時
代
は
、
同
時
代
を
含
め
た
日
本
の
漢
詩
人

へ
の
関
心
が
唐
宋
の
大
詩
人
に
比
肩
す
る
ほ
ど
に
熾
烈
で
あ
っ
た
。
研
究
と
実

作
の
手
本
と
の
両
面
に
お
い
て
、
日
本
の
漢
詩
に
注
が
れ
る
情
熱
が
唐
宋
の
そ

れ
を
は
る
か
に
凌
駕
し
て
い
た
観
が
あ
る
。
日
本
に
居
て
日
本
で
起
こ
る
諸
現

象
を
詩
に
詠
じ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
時
空
と
も
に
隔
絶
し
た
唐
宋
の
詩
人
よ
り

も
、
江
戸
時
代
を
超
え
て
漢
詩
文
へ
の
愛
好
の
趨
勢
が
高
ま
っ
た
明
治
中
期
に

活
躍
し
た
日
本
の
漢
詩
人
の
ほ
う
が
、
実
作
へ
の
意
欲
を
刺
戟
し
た
こ
と
は
火

を
見
る
よ
り
も
明
ら
か
な
の
で
あ
る
。
吉
田
博
士
が
編
纂
を
志
し
て
果
た
せ
な

か
っ
た
日
本
漢
詩
の
詞
華
集
た
る
『
國
朝
詩
綜
』
の
、
吉
田
文
庫
に
今
日
殘
る

草
稿
に
お
い
て
、
同
時
代
、
明
治
期
の
漢
詩
人
の
作
品
が
そ
の
過
半
を
占
め
る

所
以
で
あ
る
。

一
、『
國
朝
詩
綜
』

　
『
吉
田
東
伍
博
士
追
懐
録
』（
大
正
八
年
刊
）
に
よ
る
と
吉
田
博
士
は
、
明
治

十
五
年
（
一
八
八
二
）
数
え
で
十
九
歳
の
頃
、
歴
代
の
邦
人
の
漢
詩
集
『
國
朝

詩
綜
』
編
纂
を
志
し
た
と
い
う
。
吉
田
博
士
の
漢
詩
に
関
す
る
記
述
と
し
て
逸

せ
な
い
の
は
、
五
峰
坂
口
仁
一
郎
（
一
八
五
九
〜
一
九
二
三
）
の
記
し
た
『
北

越
詩
話
』（
大
正
八
年
刊
）
巻
十
「
吉
田
東
」
の
項
と
右
『
追
懐
録
』
に
坂
口

が
寄
せ
た
「
吉
田
君
を
憶
ふ
」
の
中
の
次
の
一
節
で
あ
る
。

君
の
聰
明
は
往
く
と
し
て
可
な
ら
ざ
る
な
し
で
、
何
に
つ
け
て
も
悟
入
が

早
く
隨
分
多
方
面
に
渉
つ
て
居
る
。
中
に
も
私
の
敬
服
し
た
の
は
君
の
漢

詩
に
於
け
る
伎
倆
で
あ
る
。
君
の
令
兄
廉
堂
一
青
二
君
及
び
令
叔
櫻
坪
君

も
倶
に
詩
を
作
つ
た
人
だ
か
ら
、
君
も
耳
濡
目
染
自
然
詩
に
興
味
を
有
つ

よ
う
に
な
つ
た
で
あ
ら
う
が
、
私
は
君
と
交
は
る
こ
と
廿
餘
年
、
君
が
詩

を
作
る
こ
と
を
知
ら
ず
に
ゐ
た
。
然
る
に
六
七
年
前
偶
然
松
雲
詩
草
を
示

さ
れ
、
始
め
て
君
が
特
異
の
才
に
驚
い
た
。
松
雲
詩
草
は
君
が
弱
冠
の
頃

か
ら
廿
六
七
歳
即
ち
北
海
道
を
去
る
ま
で
の
作
で
あ
る
。
初
め
は
令
兄
か

令
叔
か
に
就
て
詩
法
を
聞
い
た
で
あ
ら
う
が
、
其
後
誰
を
師
と
し
た
と
い

ふ
で
な
く
、
眞
に
所
謂
寒
郷
の
獨
學
で
養
ふ
所
は
知
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。

然
る
に
其
作
品
に
至
つ
て
は
遙
に
令
兄
令
叔
を
凌
ぐ
の
み
な
ら
ず
、
往
々

専
門
詩
人
に
譲
ら
ざ
る
も
の
が
あ
る
。
中
に
も
金
陵
行
の
一
篇
は
其
最
なマ
マ

る
も
の
で
筆
力
と
い
ひ
聲
調
と
い
ひ
巌
海
珊
の
風
骨
あ
り
と
も
謂
ふ
可
き

も
の
で
あ
る
。
尤
も
君
の
長
所
は
古
體
第
一
絶
句
之
に
次
ぎ
、
五
律
七
律

又
之
に
次
ぐ
と
い
ふ
順
序
だ
が
元
來
律
詩
は
聯
を
主
と
し
、
多
少
の
技
工

を
要
す
る
か
ら
習
熟
す
れ
ば
却
て
作
り
易
い
傾
も
あ
る
が
、
初
學
に
は
入

り
難
い
も
の
で
あ
る
。
君
の
律
詩
は
ま
だ
技
工
の
上
に
缺
く
る
所
が
あ
る

ま
で
ゝ
習
熟
し
た
な
ら
或
は
絶
句
の
上
に
出
る
か
も
知
れ
ぬ
。
要
す
る
に

諸
體
兼
備
し
た
も
の
で
現
に
私
の
北
越
詩
話
に
は
二
十
首
ば
か
り
採
録
し

て
居
る
が
、
近
時
の
作
家
中
優
に
有
數
の
部
に
入
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
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私
は
之
を
採
録
す
る
に
當
り
伊
藤
香
草
君
と
取
捨
の
相
談
を
し
た
が
、
香

草
君
も
金
陵
行
の
伎
倆
に
敬
服
し
、
獨
學
で
博
士
に
な
る
や
う
な
人
は
何

に
つ
け
て
も
異
な
つ
た
も
の
だ
と
嘆
稱
さ
れ
た
。
若
し
君
が
始
め
か
ら
詩

を
専
門
に
し
た
な
ら
是
だ
け
で
も
優
に
一
家
を
成
せ
る
の
で
あ
る
。
賢
者

洵
に
測
る
可
か
ら
ず
と
は
實
に
君
の
如
き
も
の
を
謂
ふ
の
で
あ
ら
う
。

　
『
北
越
詩
話
』
巻
十
「
吉
田
東
」
の
項
は
長
大
な
も
の
だ
が
、
幸
い
平
成
二

年
に
国
書
刊
行
会
か
ら
復
刻
版
も
出
て
い
て
、
普
及
し
て
い
る
の
で
つ
い
て
見

ら
れ
た
い
。
た
だ
こ
こ
に
は
『
國
朝
詩
綜
』
編
纂
の
事
に
関
わ
っ
て
次
の
一
節

を
見
て
お
く
こ
と
と
す
る
。「
胞
弟
高
橋
橿
堂
曰
く
、
少
時
、
洛
城
（
吉
田
博

士
の
号
）
の
時
時
詩
を
鈔
せ
る
を
見
る
。
堆
積
二
三
百
紙
。
遺
筐
を
検
す
れ
ば

其
の
稿
已
に
散
逸
す
と
雖
も
猶
ほ
二
三
十
紙
あ
り
。
題
し
て
日
本
詩
綜
と
い
へ

り
と
。
則
ち
其
の
夙
好
を
見
る
。
然
か
も
寒
郷
の
獨
學
。
養
ふ
所
知
る
可
き
の

み
」、
と
。
右
の
坂
口
の
文
章
で
は
『
國
朝
詩
綜
』
が
『
日
本
詩
綜
』
と
な
っ

て
い
て
、
名
称
を
異
に
す
る
。
今
回
、
吉
田
文
庫
の
ご
厚
意
で
、
博
士
の
自
筆

草
稿
の
束
を
拝
見
す
る
こ
と
が
で
き
た
が
、
そ
こ
に
は
『
國
朝
詩
纂
』、『
皇
華

雜
纂
』
と
も
あ
っ
た
。
い
ず
れ
も
日
本
人
の
漢
詩
の
選
集
と
い
う
意
味
と
な
る

の
だ
か
ら
、
完
成
の
曉
に
ど
の
書
名
に
す
る
か
、
博
士
は
思
い
楽
し
み
、
か
つ

ま
ど
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

吉
田
文
庫
の
『
國
朝
詩
綜
』
の
束
に
は
、
紙
縒
り
綴
じ
の
薄
い
写
本
と
大
小

さ
ま
ざ
ま
な
大
き
さ
の
和
紙
を
細
断
し
た
短
冊
様
の
も
の
と
が
あ
り
、『
北
越

詩
話
』
巻
十
の
高
橋
橿
堂
の
「
二
三
十
紙
」
を
遥
か
に
凌
駕
す
る
。
む
し
ろ
、

小
さ
な
短
冊
を
も
一
紙
と
数
え
れ
ば
「
二
三
百
紙
」
と
見
な
せ
な
く
も
な
い
。

ほ
と
ん
ど
「
散
逸
」
す
る
こ
と
な
く
今
日
に
伝
え
ら
れ
た
の
か
も
知
れ
な
い
。

先
述
し
た
よ
う
に
ほ
と
ん
ど
の
紙
に
は
明
治
期
の
漢
詩
人
の
作
が
一
人
に
つ
き
、

一
首
か
ら
十
数
首
抄
出
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
紙
縒
り
綴
じ
の
半
紙
本
大

の
写
本
の
中
に
「
書
籍
目
」
と
い
う
一
冊
が
あ
っ
て
、
総
集
別
集
を
区
分
す
る

こ
と
な
く
、
古
代
か
ら
近
世
に
至
る
ま
で
の
邦
人
の
漢
詩
集
の
書
名
が
列
挙
さ

れ
て
い
る
。
今
そ
の
書
名
を
吉
田
博
士
が
冊
数
や
著
者
名
を
併
記
さ
れ
て
い
る

も
の
は
そ
れ
を
も
含
め
て
列
挙
す
る
。

古
代
ノ
部　

懐
風
藻　

一
冊　
　

文
華
秀
霊
集　

一
冊

経
国
集　

四
冊　
　

朝
野
群
載　

廿
一
冊　
　

都
氏
文
集　

一
冊

性
霊
集　

十
冊　
　

野
相
公
集　
　

橘
在
列
集　
　

本
朝
無
題
詩　

三
冊

本
朝
文
粹　

七
冊　
　

本
朝
續
文
粹　

十
三
冊　
　

蒙
求
文
句　

三
冊

江
吏
部
集　

一
冊　
　

善
相
公
集　
　

源
順
集　
　

済
北
集　

四
冊

梅
花
無
盡
蔵　

二
冊　
　

翰
林
葫
蘆
集　

六
冊　
　

五
山
僧
詩
集　

一
冊

宣
華
詩　

五
冊　
　

扶
桑
集　

一
冊　
　

本
朝
麗
藻　

一
冊

京
花
集　

十
冊　
　

葫
蘆
詩
文
集　

十
三
冊

梅
花
無
盡
蔵
句
集　

八
冊　
　

本
朝
詩
英　

一
冊　
　

草
山
集　

十
冊

東
海
璚
華
集　

七
冊　
　

文
化
風
靡　

二
冊　
　

千
歳
佳
句　

二
冊

翰
林
五
鳳
集　

十
五
冊　
　

後
水
尾
帝
御
製
詩
集　

一
冊

源
氏
物
語
詩　

一
冊　
　

湯
山
千
句　

二
冊

後
光
明
帝
御
製
詩
集　

一
冊

林
氏　

羅
山　

向
陽　

鵞
峰　

梅
洞　

讀
耕　

鳳
岡

千
材
一
葉　

二
十
五
冊　

山
跡
七
字
城　

二
冊　
　

来
千
里
集　

五
冊
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仝　

詩
集　

四
冊　
　

尺
五
堂
集　

二
冊　
　

白
石
詩
草　

一
冊

白
石
遺
稿
六
冊　

白
石
余
稿　

三
冊　
　

観
瀾
集　

十
冊

錦
里
文
集　

十
冊　
　

紹
述
文
集　

十
五
冊　
　

葛
盧
集　

二
冊

退
省
詩
集　

一
冊　
　

管
春
録　

五
冊　
　

活
所
蒿　

一
冊

遺
蒿　

六
冊　
　

詩
文
集　

一
冊　
　

蹈
海
集　

七
冊

猗
蘭
臺
集　

十
七
冊　
　

春
台
集　

廿マ

十マ

冊

水
戸
館
撰
詩
集　

四
十
二
冊　
　

仝　

文
集　

八
十
二
冊

舜
水
文
集　

三
十
巻　
　

常
山
文
集　

三
十
巻

古
学　

仁
斎
詩
集　

二　
　

東
涯
詩
集　

十

扶
桑
名
賢
詩
文
集
各
七
冊　

平
安
林
義
端
集　
　

南
郭
文
集　

二
十
七
冊

寛
斎
七
五
絶　

六　
　

全
唐
詩
逸　

二　
　

日
本
詩
紀　

五
十

寛
斎
百
絶　
　

新
編
覆
醤
集　

石
川
凹　

十
四
冊　
　

松
羅
館
詩
集

北
肉
稿　

惺
窩
集　

十　
　

羅
山
詩
集　

七
十
五
冊　
　

鵞
峰
詩
集

勉
亭
詩
集　

四　
　

羅
山　

鵞
峰　

讀
耕　

鳳
岡　

向
陽

嚶
鳴
館
詩
集　

細
井
平
洲　

三
冊

原
狂
斎　

名
公
逸　

戸
崎
淡
園
集　
　

大
東
古
今
詩
雋

豊
氏
詩
草　

豊
嶋
由
己
名
幹
字
小
卿　
　

芸
閣
文
集

麗
澤
詩
集　

岡
崎
廬
門　
　

平
安
風
雅　

同
人　
　

本
朝
律
詩
選　

同
人

本
朝
絶
句
選　

同
人　
　

暢
園
詩
集　

岡
田
新
川
名
挺
之

歴
代
詩
選　

五　
　

本
朝
詩
仙
抄　

六　
　

高
橋
護
嶋
名
閔
慎
字
正
卿

皇
朝
正
聲　

荻
生
徂
徠　

徂
徠
集　

自
一
至
七
詩
部　

二
十
冊

金
谷
文
集　

荻
生
大
寧　
　

静
斎
詩
稿　

川
口
光
遠

紫
芝
園
前
後
稿
本　
　

太
宰
春
台　
　

梅
龍
遺
稿　

武
田
欽
鶏

金
蘭
詩
集　

草
廬　

二　

草
廬
詩
集　

九

日
本
詩
刪　

鶴
臺
遺
稿　

一　
　

爽
鳩
遺
稿　

二

大
峰
詩
集　

中
村
蘭
林
名
明
遠
字
子
晦　
　

寛
斎
遺
稿　

五

魯
堂
東
湖
稿　

一　
　

藤
樹
仙
士
遺
稿　

二
冊　
　

江
西
文
集

大
湫
集　
　

儼
塾
集　

森
尚
謙　

十　

省
庵
遺
集　

十
二

市
隠
草
堂
集　

十
一　
　

玉
山
詩
集　

六　
　

平
山
遺
稿　

六

東
江
詩
草　

澤
田
鱗　
　

一
夜
百
首
前
後
篇　

二

咏
物
集　

南
海　

鍾
秀
集　
　

惕
斎　

中
村
欽　

十
三

淡
淵
集　

中
西　
　

筌
蹄
集　

中
根　
　

林
塘
集　

人
見
卜
幽

玄
圃
詩
集　

大
江
資
衡　

五　
　

髪
宝
山
人
集　

諸
葛
氏　

十
五

情
怕
斎
集　

十　
　

橘
窓
文
集　

雨
森
翁

薔
薇
館
詩　

芥
川
丹
丘　

三　
　

琴
所
稿
刪　

澤
村

宮
内　
　

南
海
詩
集　

一
冊　
　

鏡
花
水
月
集　

南
海

鹿
鳴
館
集　

南
海
二　
　

常
山
楼
文
集　
　

五　
　

龍
門
文
集　

廿
四

釣
虚
詩
集　

一　
　

鳩
巣
文
集　

四
十
六　
　
　

遯
庵
詩
集　

六
冊

金
峨
文
集　

七
冊　
　

存
一
稿
餘
花
時
編　

芝
山
著　

八
冊

東
風
詩
集　

大
田
南
畝　

一　
　

観
光
集　

大
田
南
畝　

一　

錦
城
百
律

垂
加
文
集　
　

升
堤
圏
詩
話　

今
戸
全
都
雜
詠　
　

日
本
詩
史　

北
海

梅
園
詩
集　
　

淇
園
詩
集　
　

同
詩
話　
　

荷
楓
稿　

村
井
中
衡

明
清
稿　
　

熊
耳
文
集　

大
内　

十
三　
　

詩
聖
堂
詩
集　

三
篇

詩
集　

卜
居
北
征
西
遊
再
西
遊
百
絶　
　

周
南
詩
集
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観
瀾
詩
集　

松
崎
堯
臣　
　

北
海
詩
鈔　

同
続
篇　
　

日
本
詩
選

六
如
詩
鈔　
　

草
山
集　
　

元
々
唱
和
集　

鳳
潭　

小
雲
棲
稿　

大
典

大
典
咏
物
詩　
　

昨
非
集　
　

北
禅
詩
草　
　

松
浦
詩
集　

西
溟
餘
稿

雜
弄
集　
　

性
無
集　
　

自
然
適
稿　

八

北
禅
遺
稿　

玉
壺
詩
稿　

四
冊　
　

東
野
遺
稿　

一
冊

彩
岩
集　

一
冊　
　

幽
客
餘
稿　

二
十
冊　
　

宜
園
百
家
詩　

八
冊

本
朝
一
人
一
首　

二
冊　
　

文
久
廿
六
家
絶
句　

二
冊　
　

日
本
詠
物
詩

金
蘭
集　

二
冊　
　

日
本
詩
選　

十
一
冊　
　

本
朝
詩
英　

五
冊

歴
朝
詩
纂　
　

英
蘭
翁
語　
　

金
華
稿
刪　
　

蛻
巌
集

栗
山
堂
詩
集　
　

詩
家
絶
唱　
　

摂
西
六
家
詩
選　
　

江
都
名
家
詩
集

今
世
名
家
詩
集　
　

近
世
名
家
詩
鈔　
　

熙
朝
詩
薈　

本
朝
高
僧
詩
集

扶
桑
千
古
詩　
　

歴
代
名
媛
詩
鈔

　

右
は
匆
卒
の
間
に
原
本
か
ら
書
き
取
っ
た
も
の
で
、
書
き
損
じ
、
書
き
落
と

し
も
あ
る
や
も
知
れ
ぬ
が
、
懐
風
藻
か
ら
幕
末
に
至
る
ま
で
の
版
行
さ
れ
た
歴

代
の
漢
詩
集
の
書
名
で
あ
る
こ
と
は
理
解
さ
れ
る
。
吉
田
博
士
も
す
べ
て
を
実

物
に
つ
い
て
記
さ
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
伝
聞
に
よ
る
記
述
も
含
む
こ
と
は
、

書
名
に
正
確
で
は
な
い
も
の
を
含
む
こ
と
に
知
れ
る
。
林
家
の
羅
山　

向
陽　

鵞
峰　

梅
洞　

讀
耕　

鳳
岡
と
い
う
記
述
や
人
名
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
項
か

ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
物
に
詩
文
集
が
あ
る
こ
と
を
吉
田
博
士
が
知
っ
て
、
そ

の
調
査
を
渇
望
し
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
も
、
こ
の
「
書
目
」
執
筆
の
蔡
に
は

寓
目
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
わ
せ
る
。
ま
た
多
く
は
個
人
の
詩
集

（
別
集
）
で
あ
る
が
、
複
数
の
、
あ
る
い
は
歴
代
の
人
物
の
選
集
（
総
集
）
を

も
挙
げ
て
い
る
こ
と
に
、
博
士
が
日
本
漢
詩
の
総
集
を
集
め
て
、
自
ら
の
『
國

朝
詩
綜
』
の
規
模
や
体
裁
、
内
容
構
成
を
い
か
な
る
も
の
に
し
よ
う
か
と
模
索

さ
れ
て
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
の
で
あ
る
。『
日
本
詩
選
』
や
『
熙
朝
詩
薈
』

は
そ
の
意
味
で
も
着
目
さ
れ
る
。
最
後
に
『
歴
代
名
媛
詩
鈔
』
が
あ
る
が
、
博

士
が
女
性
漢
詩
人
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
は
、
あ
ま
た
の
短
冊
様
の
草
稿
の
中

に
、
鱸
采
蘭
・
張
紅
蘭
・
原
采
蘋
・
多
田
季
婉
・
大
沼
芳
樹
・
跡
見
花
蹊
・
松

村
小
蘋
・
奥
原
晴
湖
・
若
松
薫
子
等
、
閨
秀
の
も
の
が
少
な
く
な
い
こ
と
に
窺

い
知
れ
る
。
博
士
が
抄
出
の
対
象
と
さ
れ
た
日
本
漢
詩
集
は
右
に
止
ま
る
も
の

で
は
な
い
。
吉
田
文
庫
に
は
少
な
か
ら
ぬ
近
世
か
ら
明
治
期
に
刊
行
さ
れ
た
漢

詩
集
の
版
本
が
所
蔵
さ
れ
る
が
、
そ
れ
は
ほ
と
ん
ど
が
右
の
書
目
と
は
重
な
ら

な
い
の
で
あ
る
。

　

そ
の
一
端
を
左
に
掲
げ
る
。
順
序
は
寓
目
す
る
ま
ま
で
、
刊
行
順
で
は
な
い
。

嚶
々
詩
鈔
（
菊
池
九
江
）　　

枕
山
詩
鈔
初
・
二
・
三
編　
　

鴻
爪
詩
集

艮
斎
詩
略　
　

湖
山
楼
詩
鈔　
　

錦
城
詩
稿　
　

小
山
堂
詩
鈔

湖
山
楼
詩
屏
風　
　

湖
山
楼
詩
稿　
　

徂
徠
集　
　

學
則

安
政
廿
二
家
絶
句　
　

文
政
十
七
家
絶
句　
　

文
政
十
七
家
絶
句

文
久
廿
六
家
絶
句　
　

湘
雲
瓉
語　
　

渓
琴
山
房
詩　
　

画
乗
要
畧

異
称
日
本
伝
七
冊　
　

梅
花
無
盡
蔵
三
冊　
　

摂
西
六
家
詩
鈔
五
冊

黄
葉
夕
陽
村
舎
詩
後
編
四
冊　
　

梅
墩
詩
鈔
初
・
二
・
三
・
四
各
三
冊

遠
帆
楼
詩
鈔
（
恒
遠
和
子
達
）　

韻
牌　
　

呉
船
録
・
入
蜀
記

昔
々
春
秋　
　

四
聲
解
環　
　

新
撰
字
鏡　

月
瀬
紀
勝

皇
都
名
勝
詩
集　
　

今
四
家
絶
句
二
冊　
　

北
道
遊
簿
二
冊
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東
瀛
詩
選
十
二
冊　
　

古
銅
餘
韻
集
二
冊　
　

日
本
政
記

詩
聖
堂
詩
集
初
編
三
冊
・
二
編
四
冊
。
三
編
二
冊

越
中
古
今
詩
鈔
（
大
正
十
五
年
）　

訓
点
復
古　
　

新
潟
繁
昌
記

六
如
菴
詩
鈔
遺
編
三
冊　
　

北
海
詩
鈔

五
山
堂
詩
話
巻
一
〜
十
（
缺
巻
五
）　　

寛
斎
・
詩
仏
・
細
菴
百
絶

　

右
の
中
、『
梅
花
無
盡
蔵
』『
徂
徠
集
』『
詩
聖
堂
詩
集
』『
六
如
菴
詩
鈔
』『
北

海
詩
鈔
』『
摂
西
六
家
詩
鈔
』
は
、
既
に
「
書
目
」
に
も
挙
げ
ら
れ
て
い
た
が
、

他
は
見
え
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
る
。
博
士
の
「
書
目
」
は
そ
の
漢
詩
研
究
が

広
が
り
を
見
せ
る
に
つ
れ
て
、
ど
ん
ど
ん
拡
大
し
て
い
っ
た
こ
と
が
知
れ
、
や

が
て
そ
の
際
限
な
き
拡
大
の
事
実
に
気
づ
い
た
こ
と
が
『
國
朝
詩
綜
』
編
纂
が

中
途
で
放
棄
さ
れ
た
原
因
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
中
に
就
い
て
広
瀬
旭
荘

の
『
梅
墩
詩
鈔
』
全
十
二
冊
が
全
て
揃
っ
て
い
る
の
が
目
を
惹
い
た
。
い
う
ま

で
も
な
く
広
瀬
旭
荘
は
清
末
の
鴻
儒
曲
園
兪
樾
が
「
東
國
詩
人
の
冠
」
と
し
て
、

日
本
漢
詩
史
上
最
高
の
詩
人
と
認
定
し
た
存
在
で
あ
る
。
そ
し
て
兪
樾
が
そ
の

評
を
記
し
た
日
本
漢
詩
集
こ
そ
が
吉
田
文
庫
に
も
所
蔵
が
確
認
さ
れ
る
『
東
瀛

詩
選
』
で
あ
っ
た
。

　
「
書
目
」
と
そ
れ
に
見
え
ぬ
版
本
と
さ
ら
に
人
か
ら
写
本
、
版
本
を
借
覧
し

た
り
、
新
聞
雑
誌
に
掲
載
さ
れ
た
同
時
代
の
漢
詩
人
の
作
品
が
『
國
朝
詩
綜
』

の
取
材
対
象
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　
『
北
越
詩
話
』
の
指
摘
通
り
博
士
の
原
稿
の
多
く
が
「
散
逸
」
し
て
い
る
と

す
れ
ば
、
全
豹
の
一
斑
を
卜
す
る
こ
と
し
か
で
き
な
い
が
、
今
回
の
調
査
で
書

き
取
っ
た
ま
ま
に
、
作
品
と
と
も
に
録
さ
れ
た
近
世
か
ら
明
治
に
か
け
て
の
詩

人
た
ち
の
名
前
を
列
挙
し
て
お
こ
う
。
寓
目
す
る
ま
ま
に
書
き
取
っ
た
も
の
な

の
で
、
時
代
順
に
は
並
ん
で
い
な
い
。
先
述
し
た
閨
秀
の
も
の
は
重
複
を
避
け

た
。

阪
谷
朗
廬　
　

長
三
洲　
　

森
春
濤　
　

永
坂
石
埭　
　

森
槐
南

各
務
湖
玉　
　

小
野
湖
山　
　

岡
本
黄
石　
　

広
瀬
青
村　

広
瀬
林
外

巖
谷
迂
堂　
　

田
中
芹
坡　
　

中
川
香
堂　
　

森
鷗
村　
　

川
嶋
梅
坪

末
松
青
萍　
　

中
村
敬
宇　
　

芳
野
櫻
陰　
　

頼
杏
坪　
　

神
波
即
山

杉
浦
梅
潭　
　

三
村
武
五
郎　
　

熊
谷
三
村　
　

股
野
藍
田

関
根
癡
堂　
　

白
川
琴
水　
　

小
原
梅
坡　
　

飯
田
霞
邱　
　

秋
場
桂
園

服
部
樂
山　
　

春
田
九
皐　
　

蒲
生
修
静
庵　
　

小
田
穀
山

石
川
荊
山　
　

三
輪
葦
翁　
　

間
野
可
亭　
　

猿
橋
甲
州　
　

秦　

星
池

藤
田
東
湖　
　

木
下
錦
里　
　

梯　

隆
恭　
　

江　

鈍
久　
　

中
村
仏
庵

中
嶋
棕
隠　
　

藤　

琢
斎　
　

西　

雪
荘　
　

島　

梅
外　
　

僧　

天
蓮

瀧
川
南
谷　
　

中
村
聖
窓　
　

匹　

松
塘　
　

道
士
愛
蓮　
　

忘　

若
氏

永
山
亥
軒　
　

高
橋
一
峯　
　

高
橋
白
山　
　

岡
本
斯
文　
　

勝　

海
舟

杉　

聽
雨　
　

平
田
虚
舟　
　

野
口
松
陽　
　

蒲
生
重
章　
　

北
川
呑
溟

宍
戸
碧
海　
　

広
瀬
雪
堂　
　

青
木
茂
一　
　

杉
山
三
郊　
　

日
永　

邊

宮
原
潜
叟　
　

大
塚
孤
山　
　

中
村
三
蕉　
　

松
平
確
堂　
　

中
紖
漢
山

白
賁
道
人　
　

本
田
種
竹　
　

平
山
省
翁　
　

助
田
改
亭　
　

田
中
頼
庸

神
田
香
巌　
　

股
野
子
玉　
　

岩
崎
秋
溟　
　

菊
池
三
渓　
　

大
沼
湘
中

小
永
井
丘
山　
　

東
陵
居
士　
　

山
田
永
年　
　

青
木
成
一

柴
原
綽
廬　
　

奥
井
春
永　
　

池
尻
芰
洲　
　

大
郷　

穆　
　

鷲
津
毅
堂
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藤
沢
南
岳　
　

片
山
沖
堂　
　

南
河
近
藤　
　

坪
井
錦
丞　
　

北
栗
憲
一

長
岡
懐
山　
　

磯
山
子
克　
　

淇
堂
処
士　
　

山
本
醇
堂　
　

千
和
老
圃

伊
村
柳
虚　
　

白
川
船
山　
　

河
野
春
駘　
　

上　

夢
香　
　

石
川
秘
所

升
内
東
仙　
　

坂
口
五
峰　
　

蠡
湖
正
宰
（
中
村 

近
江
人
）

中
村
樸
堂
（
淳 

伊
勢
人
）　　

龜
洲
長
寿　
　

奥
井
寛
筑
（
阿
波
人
）

藤
井
柴
水
（
勲 
尾
州
人
）　　

川
上
修
斎　
　

水
野
龍
村　
　

杉
村
梅
園

秋
野
田
鷹　
　

市
川
中
山　
　

谷
口
藍
田　
　

栗
原
三
径

山
村
恒
園
（
醇 

信
州
人
）　　

浜
村
薇
山
（
大
澥
）　　

芝
麓

倉
木
櫟
山　
　

蒔
塲
芳
南　
　

星　
　

秋　
　

並
木
栗
水　
　

服
部
五
松

岩
村
礫
水　
　

海
内
老
田
（
果 

越
中
人
）　　

宮
島
栗
香　
　

佐
川
聖
所

土
岐
支
山　
　

井
上
春
漁　
　

杉
村
遠
州　
　

村
櫟
窓　
　

岩
渓
裳
川

伊
藤
聽
秋　
　

石
津
潅
園　
　

川
口
江
東　
　

井
上
樹
塘

野
口
小
巌
（
水
戸
人
）　　

副
島
種
臣　
　

松
岡
毅
軒
（
時
敏
）

多
田　

東　
　

山
田
稲
束　
　

源
順　
　

大
江
匡
衡　
　

斎
藤
拙
堂

吉
田
了
以　
　

吉
田
素
庵　
　

戴
曼
公　
　

鵜
飼
石
斎　
　

鵜
飼
錬
斎

鵜
飼
称
斎　
　

三
宅
道
乙　
　

向
井
霊
蘭　
　

菊
池
耕
斎　
　

田　

止
邱

劉　

東
閣　
　

佐
々
十
竹　
　

柳
川
震
澤　
　

松
下
西
峰　
　

松
下
真
山

羽
黒
養
潜　
　

栗
山
潜
峰　
　

鳥
山
芝
軒　
　

原　

雲
渓　
　

林　

道
塋

阿
部　

将　
　

松
浦
霞
沼　
　

土
肥
黙
翁　
　

土
肥
霞
洲　
　

田
中
冠
帯

陶
山
鈍
翁　
　

向
井
滄
州　
　

杉
山
蘭
谷　
　

平　

東
海　
　

桑
原
空
洞

関
口
黄
山　
　

田　

大
観　
　

若
林
寛
斎　
　

木　

蘭
皐　
　

田　

臨
川

松
崎
白
圭　
　

松
崎
観
海　
　

服
部
梅
園　
　

服
部
栗
斎　
　

石　

筑
波

孔　

生
駒　
　

多
胡
柏
山　
　

林　

榴
岡　
　

多
胡
松
江　
　

富
永
滄
波

多
田
東
海　
　

滕　

鳳
楸　
　

根　

武
夷　
　

福　

松
江　
　

服　

蘇
門

滕　

水
晶　
　

河
野
恕
斎　
　

後
藤
芝
山　
　

山　

兼
山　
　

高　

芙
蓉

宇
井
黙
斎　
　

平
賀
鳩
渓　
　

片　

北
海　
　

立
松
東
蒙　
　

千
葉
芸
閣

内
田
頑
石　
　

赤
松
滄
州　
　

吉　

篁
墩　
　

阪
本
天
山　
　

西
山
拙
斎

松
下
真
山　
　

源　

琴
台　
　

林　

述
斎　
　

岩
崎
桂
堂　
　

仁
科
白
谷

菊
池
渓
琴　
　

岩
垣
松
苗　
　

頼　

鴨
厓　
　

嵩　

古
香　
　

片
桐
直
方

村
山　

椒　
　

松
岡
古
春　
　

三
橋
悔
遅　
　

勝
間
田
忠　
　

堤　

南
海

佐
瀬　

恒　
　

丸
山
溟
水　
　

釈　

古
梁　
　

原　

古
処　
　

重
野
子
徳

　

明
治
漢
詩
壇
を
牽
引
し
た
よ
う
な
大
き
な
存
在
か
ら
地
方
の
名
士
に
至
る
ま

で
、
さ
ま
ざ
ま
な
同
時
代
の
漢
詩
人
の
作
品
を
博
士
が
抄
出
さ
れ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。
現
代
に
お
い
て
は
、
得
て
し
て
邦
人
の
漢
詩
文
は
江
戸
時
代
の
終

焉
と
と
も
に
凋
落
し
、
明
治
期
に
は
西
洋
化
一
辺
倒
で
あ
っ
た
か
の
よ
う
に
錯

覚
さ
れ
る
が
、
吉
田
博
士
の
右
の
漢
詩
抄
出
が
如
実
に
語
る
よ
う
に
、
明
治
期

に
漢
詩
を
嗜
む
人
は
、
前
近
代
の
も
の
よ
り
も
、
明
治
期
の
も
の
を
優
先
し
て

学
ん
で
い
た
と
い
う
実
情
が
あ
っ
た
。
日
本
近
代
文
学
研
究
は
こ
の
実
情
を
ほ

と
ん
ど
無
視
す
る
態
度
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
『
國
朝
詩
綜
』
の
草
稿
の
束
に
は
、こ
の
ほ
か
に
『
元
遺
山
詩
』、『
高
青
邱
詩
』、

『
金
詩
鈔
』
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
に
二
十
首
か
ら
六
十
首
程
度
の
詩
が
抄
出
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
「
國
朝
」
の
詩
人
で
は
な
い
の
で
、
詞
華
集
編
纂
に
は

関
わ
ら
な
い
研
究
対
象
で
あ
っ
た
わ
け
で
あ
り
、
そ
の
研
究
範
囲
が
唐
宋
に
止

ま
ら
ず
、
金
元
明
清
に
及
ん
で
い
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。
清
詩
と
い
う
こ
と
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で
は
、
吉
田
文
庫
の
版
本
が
一
括
さ
れ
て
い
る
も
の
の
中
に
、
博
士
の
自
筆
写

本
『
清
十
家
絶
句
』
が
あ
る
。
第
一
丁
表
に
「
清
十
家
絶
句　

錢
牧
斎　

呉
梅

村　

王
漁
洋　

朱
竹
垞　

査
初
白　

黄
莘
田　

王
夢
樓　

袁
簡
斎　

蒋
蔵
園　

趙
甌
北
」
と
あ
る
か
ら
、「
十
家
」
の
詩
の
中
か
ら
好
尚
に
か
な
っ
た
も
の
を

抄
出
し
た
も
の
で
あ
る
。
博
士
が
閲
覧
さ
れ
た
の
は
、「
嘉
永
六
年
癸
丑
二
月　

下
谷
池
之
端
仲
町
通
御
數
寄
町　

江
戸
書
林　

岡
村
屋
床
助
」
と
奥
書
が
あ
り
、

樂
山
服
部
孝
編
輯
、
大
沼
枕
山
閲
批
の
和
刻
本
『
清
十
家
絶
句
巻
之
上
（
下
）』

二
冊
本
で
あ
る
。
原
本
で
は
「
十
家
」
一
人
に
つ
き
、
三
十
五
首
か
ら
五
十
六

首
の
七
言
絶
句
総
計
四
百
三
十
二
首
を
収
載
す
る
が
、
博
士
は
そ
の
ご
く
一
部

を
抄
出
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
冒
頭
の
錢
牧
斎
は
四
十
四
首
の
中
、
三
首
を
服
部

樂
山
が
記
し
た
詩
人
の
略
歴
と
と
も
に
書
き
抜
か
れ
た
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、

博
士
の
自
筆
写
本
は
和
刻
本
の
抄
出
で
終
始
し
て
い
る
の
で
は
な
く
、
後
半
部

に
は
市
河
寛
斎
の
「
北
里
歌
」
十
一
首
、
柏
木
如
亭
の
「
吉
原
詞
」
二
十
一
首
、

中
村
仏
庵
の
「
北
里
歌
」
五
首
、
菊
池
五
山
の
「
続
吉
原
詞
」
五
首
が
書
き
抜

か
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
は
版
本
『
北
里
歌
』『
崑
岡
炎
餘
』『
詩
本
草
』
と
写
本

と
で
流
布
し
た
も
の
な
の
で
、
こ
れ
だ
け
で
も
個
人
で
集
成
す
る
の
は
容
易
で

な
か
っ
た
は
ず
で
あ
る
。
い
ず
れ
当
時
の
新
聞
雑
誌
な
ど
で
こ
れ
ら
を
集
成
し

た
も
の
が
あ
っ
た
こ
と
と
は
思
う
が
、
未
だ
確
か
め
る
こ
と
は
出
来
な
い
。

　

吉
田
博
士
が
『
國
朝
詩
綜
』
編
纂
を
志
し
て
、
ど
の
よ
う
な
作
品
を
抄
出
さ

れ
た
か
は
、
そ
の
歴
史
地
理
学
者
と
し
て
大
を
な
さ
れ
た
側
面
か
ら
照
ら
す
限

り
で
も
興
味
が
尽
き
な
い
と
こ
ろ
で
あ
り
、
博
士
の
草
稿
の
す
べ
て
に
つ
い
て

分
析
が
施
さ
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
今
回
は
序
説
と
し
て
以
下
に
二
首
を
紹

介
す
る
に
と
ど
め
る
。
一
は
明
治
初
期
の
啓
蒙
家
、
教
育
者
と
し
て
名
高
い
中

村
敬
宇
の
「
書
感
」
と
題
す
る
古
詩
で
あ
り
、
一
は
狂
歌
師
と
し
て
知
ら
れ
る

蜀
山
人
大
田
南
畝
の
「
三
嶋
驛
遇
関
叔
成
南
紀
還
」
と
い
う
七
絶
で
あ
る
。

何
物
唱
征
韓
、
非
愚
則
狂
耳
。
我
欲
曉
其
人
、
使
自
知
其
否
。
敵
小
不
可

侮
、
古
人
謀
猶
是
。
勿
利
隣
國
難
、
其
言
亦
可
採
。
范
文
勝
敵
懼
、
遠
識

炳
千
載
。
秦
伯
不
勞
師
、
遂
能
幷
四
海
。
十
年
十
一
戰
、
宋
殤
斃
其
罪
。

徐
偃
崛
起
雄
、
不
旋
踵
走
死
。
古
今
尙
德
者
、
國
運
可
隆
起
。
尙
力
而
好

戰
、
亡
滅
立
至
矣
。
部
婁
生
松
柏
、
其
根
必
衰
餧
。
智
小
而
謀
大
、
鮮
不

速
危
殆
。
吾
願
秉
鈞
者
、
培
國
固
根
柢
。
積
厚
勿
驟
發
、
靜
養
以
久
待
。

寧
容
難
忍
辱
、
勿
致
莫
及
悔
。
天
鑒
自
昭
昭
、
內
省
宜
克
己
。
反
觀
我
國

事
、
滿
目
多
可
耻
。
吁
彼
何
心
哉
、
征
韓
譁
不
已
。

　

明
治
六
年
（
一
八
七
三
）
に
沸
騰
し
た
征
韓
論
批
判
の
詩
で
あ
る
。
敬
宇
の

学
は
経
史
子
集
を
貫
く
か
ら
、
主
と
し
て
中
国
史
に
照
ら
し
て
、
朝
鮮
侵
攻
に

異
議
を
唱
え
る
よ
う
な
議
論
を
事
と
す
る
右
の
漢
詩
を
賦
し
う
る
の
で
あ
る
。

偏
狭
な
ジ
ャ
ン
ル
意
識
に
囚
わ
れ
て
漢
詩
を
歴
史
や
思
想
哲
学
の
研
究
資
料
か

ら
除
外
せ
ん
と
す
る
輩
は
、
か
か
る
時
事
批
評
詩
を
熟
読
し
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
そ
の
よ
う
な
学
問
の
セ
ク
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
と
は
隔
絶
す
る
存
在
で
あ
っ
た

吉
田
博
士
が
『
日
韓
古
史
斷
』
で
歴
史
学
界
に
盛
名
を
馳
せ
た
の
は
遙
か
後
年

の
明
治
二
十
六
年
（
一
八
九
三
）
の
末
、
三
十
歳
の
時
の
事
に
属
す
る
。
日
本

と
朝
鮮
と
を
古
代
よ
り
の
善
隣
国
と
規
定
す
る
右
の
書
物
の
著
者
に
と
っ
て
、

敬
宇
の
「
書
感
」
詩
は
満
腔
の
共
感
を
以
て
筆
録
さ
れ
た
も
の
と
思
う
。

　

中
村
敬
宇
の
刊
行
さ
れ
た
詩
集
『
敬
宇
詩
集
』
巻
之
三
「
礫
川
集
」
冒
頭
に
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見
え
る
詩
で
あ
る
。
詠
い
出
し
か
ら
ふ
る
っ
て
い
る
。「
何
物
ぞ
征
韓
を
唱
ふ

る
と
は
、
愚
に
非
ず
ん
ば
則
ち
狂
な
る
の
み
。
我
其
の
人
を
暁さ
と

し
て
、
自
ら
其

の
否
を
知
ら
し
め
ん
と
欲
す
。
敵
小
な
れ
ど
も
侮
る
可
か
ら
ず
、
古
人
謀
り

ご
と
猶
ほ
是
な
り
。隣
国
の
難
を
利
す
る
勿
れ
、其
の
言
も
亦
た
採
る
可
し
（
何

と
い
う
う
つ
け
も
の
か
、
征
韓
論
を
唱
え
る
と
は
。
愚
人
で
な
い
と
し
た
ら
、

狂
人
で
あ
ろ
う
。
わ
た
く
し
は
そ
の
人
に
諭
し
て
自
ら
の
非
を
悟
ら
し
め
た
い
。

敵
が
小
国
で
あ
っ
て
も
侮
っ
て
は
い
け
な
い
と
し
た
、
昔
の
人
の
深
謀
遠
慮
は

正
し
い
。
隣
国
が
難
儀
し
て
い
る
時
に
そ
れ
を
利
用
し
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

言
葉
に
も
真
理
が
あ
る
で
あ
ろ
う
）」。
続
い
て
、
北
宋
屈
指
の
名
臣
范
仲
淹
が

軍
を
統
べ
る
地
位
に
立
っ
た
時
、
西
夏
に
侵
攻
し
な
い
方
策
を
執
っ
た
こ
と
を

「
千
載
に
炳か
が
やく

」「
遠
識
」
だ
と
讃
え
、
周
の
王
族
の
一
人
で
呉
を
興
し
た
泰
伯

が
、
武
力
を
使
わ
ず
に
荊
蛮
の
諸
族
を
帰
服
さ
せ
た
こ
と
を
讃
え
る
内
容
が
続

く
が
、
省
略
に
従
う
。
し
か
し
、
末
段
で
展
開
さ
れ
る
他
国
に
干
渉
す
る
よ
り

も
徳
治
主
義
を
以
て
内
政
に
専
念
せ
よ
と
い
う
敬
宇
の
理
想
主
義
が
、
博
士
の

共
感
を
博
し
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　

大
田
南
畝
に
つ
い
て
は
略
歴
も
漢
文
で
記
さ
れ
て
い
る
。
曰
く
、「
名
覃
字

子
耜
東
都
人
幼
從
内
山
賀
邸
松
崎
觀
海
學
詩
學
識
最
精
古
今
典
故
所
著
有
杏
園

詩
集
（
名
は
覃
。
字
は
子
耜
。
東
都
の
人
。
幼
く
し
て
内
山
賀
邸
松
崎
觀
海
に

従
つ
て
詩
を
学
ぶ
。
学
識
最
も
古
今
の
典
故
に
精
し
。
著
は
す
所
に
杏
園
詩
集

有
り
）」、
と
。
南
畝
の
狂
歌
・
狂
詩
に
一
切
触
れ
ず
、
そ
の
考
証
随
筆
の
妙
と

詩
に
つ
い
て
暗
に
讃
え
る
の
が
、
吉
田
博
士
の
見
識
の
高
さ
を
示
す
。
七
絶
は

「
三
島
道
中
に
関
叔
成
の
南
紀
自
り
還
る
に
遇
ふ
」
と
題
す
る
も
の
で
、
南
畝

が
享
和
元
年
（
一
八
〇
一
）
に
大
坂
銅
座
に
詰
め
る
た
め
に
東
海
道
を
西
に
向

か
う
道
中
で
、
旧
友
の
紀
州
藩
士
菊
池
衡
岳
と
駿
州
三
島
宿
で
遭
遇
し
た
喜
び

を
詠
じ
た
も
の
で
あ
る
。
本
詩
は
日
本
大
学
図
書
館
に
蔵
さ
れ
る
『
南
畝
集
』

十
二
に
は
収
め
ら
れ
る
が
、
刊
行
さ
れ
た
『
杏
園
詩
集
』『
続
杏
園
詩
集
』
に

は
見
え
な
い
。博
士
は
ど
こ
で
こ
の
詩
を
見
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。詩
は
「
東

去
西
来
思
ひ
万
重
、
途
中
蓋
を
傾
け
て
相
ひ
逢
ふ
を
喜
ぶ
。
行
々
三
島
を
過
ぎ

て
仙
客
の
、
紀
南
熊
野
峰
自
り
来
る
を
見
る
」
と
い
う
も
の
だ
が
、「
思
ひ
の

万
重
」
た
る
を
具
象
化
す
る
の
に
当
た
っ
て
、「
三
島
」
と
い
う
地
名
に
、
蓬

莱
・
瀛
州
・
方
丈
の
仙
界
三
島
を
掛
け
て
、
紀
州
熊
野
と
い
う
古
来
徐
福
が
秦

始
皇
帝
の
命
を
帯
び
て
や
っ
て
き
た
と
い
う
伝
承
で
名
高
い
土
地
か
ら
江
戸
に

戻
る
衡
岳
を
「
仙
客
」
に
擬
し
た
趣
向
が
印
象
的
で
あ
る
。
吉
田
博
士
は
南
畝

の
日
本
の
地
名
に
関
す
る
造
詣
を
瞬
時
に
七
絶
に
織
り
込
ん
だ
手
際
に
興
じ
て

之
を
録
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

二
、『
松
雲
詩
草
』
序
文
に
つ
い
て

　
『
松
雲
詩
草
』
は
大
正
二
年
（
一
九
二
三
）
に
私
家
版
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

吉
田
東
伍
博
士
の
自
選
漢
詩
集
で
あ
る
。
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
十
六
歳

の
時
か
ら
、
明
治
廿
四
年
（
一
八
九
三
）
二
十
七
歳
の
時
に
上
京
し
て
読
売
新

聞
社
に
奉
職
す
る
に
至
る
ま
で
の
約
十
年
間
の
詩
藻
で
あ
る
。
博
士
は
五
十
の

誕
辰
に
知
友
に
之
を
配
布
す
る
に
当
た
っ
て
、
数
年
前
か
ら
準
備
し
て
、
旧
稿

を
整
理
し
て
い
る
。
吉
田
文
庫
に
所
蔵
さ
れ
る
写
本
『
松
雲
小
稿
』
と
草
稿
本
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『
松
雲
詩
草
』
と
に
つ
け
ば
、
そ
の
整
理
過
程
を
辿
る
こ
と
が
で
き
る
。
後
者

の
表
紙
に
は
「
五
峰
詞
宗
文
壇
下
／
請
厳
正
／
庚
戌
十
月
初
五
／
弟
／
吉
田
東

伍
／
拝
」
と
博
士
の
筆
で
認
め
て
あ
る
。
庚
戌
は
明
治
四
十
三
年
（
一
九
一
〇
）

で
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
「
吉
田
君
を
憶
ふ
」
に
お
い
て
五
峰
は
、
博
士
逝
去

の
大
正
七
年
か
ら
遡
る
こ
と
「
六
七
年
前
」
と
回
想
し
て
い
た
が
、
明
治
四
十

三
年
な
ら
ば
更
に
二
年
ほ
ど
遡
っ
た
時
に
、
五
峰
は
既
に
こ
の
『
松
雲
詩
草
』

草
稿
を
一
閲
し
た
こ
と
と
な
る
。「
吉
田
君
を
憶
ふ
」
に
も
『
北
越
詩
話
』
に
も
、

吉
田
博
士
の
漢
詩
に
対
す
る
五
峰
の
具
体
的
な
批
評
の
言
が
見
え
た
が
、
こ
の

草
稿
に
加
え
ら
れ
た
朱
筆
を
読
む
と
、
そ
れ
ら
の
批
評
の
言
を
裏
付
け
る
一
一

の
事
例
を
拾
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
あ
る
。
節
を
改
め
て
説
く
が
、
五
峰
の
批

評
の
言
は
、
漠
然
と
し
た
印
象
に
よ
っ
て
記
さ
れ
た
も
の
で
な
く
、
博
士
の
作

の
一
々
に
即
し
て
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
理
解
さ
れ
、
か
か
る
五
峰
の
漢
詩

批
評
家
と
し
て
の
誠
実
が
他
の
詩
人
に
お
い
て
も
貫
か
れ
て
い
る
と
す
れ
ば
、

『
北
越
詩
話
』
は
質
量
と
も
に
近
代
詩
話
の
白
眉
と
い
う
こ
と
と
な
る
。

　

こ
こ
で
と
り
あ
げ
る
の
は
『
松
雲
詩
草
』
の
冒
頭
に
掲
げ
ら
れ
た
「
松
雲
詩

草
引
」
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
末
に
「
明
治
三
十
三
年
庚
子
秋
日　

故
舊
同
人　

識
」
と
あ
っ
て
、
あ
た
か
も
博
士
の
知
友
が
記
し
た
か
の
如
き
体
裁
を
と
っ
て

い
る
が
、
五
峰
に
「
厳
正
」
を
「
請
」
う
た
『
松
雲
詩
草
』
の
草
稿
（
以
下
草

稿
と
呼
ぶ
）
の
冒
頭
に
も
掲
げ
ら
れ
て
い
る
か
ら
、
博
士
が
自
ら
認
め
て
韜
晦

し
た
も
の
と
断
じ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
草
稿
に
は
詩
本
文
に
縦
横
に

朱
筆
が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
に
、「
引
」
に
は
全
く
朱
が
見
え
な
い
。
五
峰
は

詩
で
は
自
負
す
る
所
が
あ
っ
た
が
、
文
に
お
い
て
は
博
士
の
力
量
に
一
目
置
い

て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
し
か
し
な
が
ら
、『
松
雲
小
稿
』
の
「
松
雲
詩
草
叙
」

と
草
稿
の
「
松
雲
詩
草
叙
」
と
は
、
ほ
ぼ
同
内
容
で
あ
る
が
、
刊
行
さ
れ
た
「
松

雲
詩
草
引
」
と
の
間
に
は
、
少
な
か
ら
ぬ
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。「
叙
」
が
「
引
」

と
さ
れ
る
過
程
で
、
五
峰
な
ら
ぬ
別
の
人
物
が
意
見
を
加
え
た
か
、
或
い
は
博

士
自
身
の
推
敲
に
よ
る
か
し
て
改
稿
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

刊
本
の
『
松
雲
詩
草
』
に
は
「
松
雲
詩
草
附
録
」
が
あ
っ
て
、
そ
の
冒
頭
の

博
士
の
撰
に
係
る
一
文
に
は
、
博
士
が
東
京
滞
在
中
に
若
き
日
の
詩
稿
を
一
冊

に
整
理
し
て
く
れ
た
も
の
を
郷
里
の
故
旧
が
見
て
「
久
離
の
感
、
再
逢
の
情
、

油
然
と
し
て
生
起
す
。
即
ち
携
へ
て
京
中
に
入
り
、
五
峰
・
晩
香
二
詞
兄
も
亦

た
余
の
為
に
縄
削
し
、
遂
に
刪
定
し
て
印
に
附
す
（
原
漢
文
）」
と
あ
っ
て
、

こ
の
間
の
消
息
を
少
し
く
明
ら
か
に
す
る
。
そ
れ
に
よ
れ
ば
、
博
士
が
こ
の
草

稿
『
松
雲
詩
草
』
を
五
峰
に
見
せ
て
添
削
を
乞
う
た
の
は
、
東
京
で
の
こ
と
で

あ
り
、
そ
の
当
時
坂
口
五
峰
は
牛
込
の
戸
塚
の
借
宅
を
活
動
の
拠
点
と
し
て
い

た
の
だ
か
ら
、
博
士
は
そ
こ
に
草
稿
を
持
ち
込
ん
だ
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
も

う
一
人
博
士
が
『
松
雲
詩
草
』
の
斧
正
を
乞
う
た
の
は
、
晩
香
菊
池
三
九
郎
で

あ
っ
た
。
晩
香
は
早
大
教
授
も
務
め
た
人
で
あ
っ
た
の
で
、
学
園
で
も
博
士
と

交
流
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
、
ま
た
文
に
秀
で
た
人
で
あ
っ
た
の
で
、
以
下
に
見

る
よ
う
な
「
叙
」
か
ら
「
引
」
へ
の
改
稿
に
与
っ
て
力
が
あ
っ
た
か
も
知
れ
な

い
。
換
言
す
れ
ば
、
五
峰
に
提
出
さ
れ
た
の
と
同
じ
よ
う
な
『
松
雲
詩
草
』
の

清
書
原
稿
で
、
晩
香
が
加
朱
し
た
も
の
が
別
に
存
し
た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
未
だ

寓
目
し
な
い
。

　

さ
て
、「
叙
」
か
ら
「
引
」
に
至
る
改
稿
の
跡
を
辿
る
。
ま
ず
「
引
」
の
全
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文
を
記
す
。「
引
」
も
「
叙
」
も
白
文
の
た
め
、
私
に
訓
読
を
添
え
、
然
る
後

に
改
稿
前
の
「
叙
」
と
比
較
す
る
。

松
雲
生
越
後
蒲
原
郡
人
幼
習
文
少
年
坦
蕩
無
他
異
耕
暇
耽
詞
章
爲
父
兄
所

厭
而
生
猶
弗
改
常
曰
死
且
無
悔
既
而
爲
某
翁
所
養
冒
其
氏
丁
年
就
兵
役
於

仙
臺
役
解
遊
東
京
遂
歸
郷
吟
哦
如
故
然
生
獨
無
師
故
其
詩
不
能
洗
錬
以
就

典
型
頽
唐
自
喜
未
幾
遊
北
海
道
求
耕
漁
之
地
蓋
欲
有
修
也
而
不
得
志
悵
然

南
歸
見
故
舊
嘆
曰
末
技
誤
身
吁
命
之
盡
也
乃
發
憤
棄
詩
稿
去
不
知
所
之
時

辛
卯
冬
歳
二
十
八
云
後
松
雲
之
名
杳
無
所
聞
今
已
十
年
矣
郷
黨
憐
之
集
録

其
詩
古
今
體
凡
二
百
首
詩
之
美
醜
不
必
擇
人
之
存
亡
不
必
問
也
略
爲
繕
寫

以
藏
之
云

　

明
治
三
十
三
年
庚
子
秋
日　
　
　
　
　

故
舊
同
人　

識

松
雲
生
は
越
後
蒲
原
郡
の
人
な
り
。
幼
い
と
け
なく
し
て
文
を
習
ふ
。
少
年
、
坦
蕩

と
し
て
他
の
異
無
し
。
耕
暇
に
詞
章
に
耽
る
。
父
兄
の
厭
ふ
所
と
為
る
。

而
れ
ど
も
生
、
猶
ほ
改
め
ず
。
常
に
曰
く
、「
死
す
る
も
且
つ
悔
ゆ
る
こ

と
無
し
。
既
に
し
て
某
翁
の
養
ふ
所
と
為
り
て
、
其
の
氏
を
冒
す
。
丁
年
、

兵
役
に
仙
台
に
就
く
。
役
解
け
て
東
京
に
遊
ぶ
。
遂
に
郷
に
帰
る
。
吟
哦

故も
と

の
如
し
。
生
、
独
学
に
し
て
師
無
し
。
故
に
其
の
詩
洗
錬
し
て
以
て
典

型
に
就
く
こ
と
能
は
ず
。
頽
唐
自ひ
と

り
喜
ぶ
。
未
だ
幾
く
も
あ
ら
ず
し
て
、

北
海
道
に
遊
び
て
、
耕
漁
の
地
を
求
む
。
蓋
し
修
す
る
所
有
ら
ん
と
欲
す

れ
ば
な
り
。
而
る
に
志
を
得
ず
。
悵
然
と
し
て
南
帰
す
。
故
旧
を
見
て
嘆

じ
て
曰
く
、
末
技
も
て
身
を
誤
る
。
吁あ
あ

命
の
尽
く
る
な
り
、
と
。
乃
ち
憤

り
を
発
し
て
詩
稿
を
棄
つ
。
去
つ
て
之ゆ

く
所
を
知
ら
ず
。
時
に
辛
卯
の
冬

歳
二
十
八
な
り
と
云
ふ
。
後
に
松
雲
の
名
、
杳よ
う

と
し
て
聞
く
所
無
し
。
今

已
に
十
年
な
り
矣
。
郷
党
之
れ
を
憐
み
其
の
詩
古
今
体
凡
て
二
百
首
を
集

録
す
。
詩
の
美
醜
は
、
必
し
も
択
ば
ず
、
人
の
存
亡
は
、
必
し
も
問
は
ざ

る
な
り
。
略
ぼ
為
に
繕
写
し
て
以
て
之
れ
を
蔵
す
と
云
ふ
。

　

明
治
三
十
三
年
庚
子
秋
日　
　
　
　
　

故
舊
同
人

　

博
士
は
、
明
治
十
三
年
二
月
叔
父
旗
野
十
一
郎
の
養
子
と
な
り
、
明
治
十
七

年
に
は
一
旦
こ
の
家
を
離
れ
て
復
籍
し
、
同
年
十
二
月
に
吉
田
家
の
養
子
と
な

る
と
い
う
や
や
複
雑
な
事
情
が
あ
っ
た
。「
某
翁
の
養
ふ
所
と
為
り
、
其
氏
を

冒
す
」
と
あ
る
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
養
家
に
迷
惑
の
か
か
ら
ぬ
よ
う
に
と
の
配

慮
が
窺
わ
れ
、
こ
の
文
が
博
士
自
ら
の
手
に
成
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
推
察
さ

せ
る
。
先
引
の
五
峰
の
好
評
あ
る
こ
と
を
思
え
ば
、
全
体
が
博
士
の
詩
作
を
抑

え
る
に
過
ぎ
る
よ
う
で
あ
る
。
以
て
本
文
が
博
士
自
作
で
あ
る
理
由
と
し
た
い
。

末
の
「
郷
党
之
を
憐
れ
む
」
は
、
そ
こ
ま
で
「
頽
唐
」
な
ど
と
謙
抑
し
す
ぎ
た

自
ら
の
詩
作
へ
の
情
熱
を
救
い
上
げ
て
『
詩
草
』
刊
行
の
理
由
と
す
る
も
の
で

あ
ろ
う
。

　

草
稿
、『
小
稿
』
の
「
叙
」
と
の
比
較
に
移
る
。
そ
れ
に
先
立
っ
て
右
白
文

引
用
文
五
行
目
中
ほ
ど
の
「
乃
發
憤
棄
詩
稿
去
不
知
所
之
」
と
い
う
傍
線
を
私

に
付
し
た
文
に
関
す
る
こ
と
で
付
言
す
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
当
初
筆
者
は
こ
れ

を
「
乃
發
憤
棄
詩
稿
去
、不
知
所
之
」
と
「
去
」
字
の
下
で
読
点
を
つ
け
て
、「
乃

ち
憤
り
を
発
し
て
詩
稿
を
棄
て
去
り
、
之
く
所
を
知
ら
ず
」
と
訓
じ
た
。
つ
ま

り
「
去
」
字
を
「
棄
」
の
補
助
動
詞
と
捉
え
た
の
で
あ
る
。
し
か
し
、
草
稿
と
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『
小
稿
』
と
の
「
叙
」
を
見
る
と
ど
う
や
ら
博
士
は
、
こ
れ
を
「
乃
發
憤
棄
詩
稿
、

去
不
知
所
之
」
と
「
去
」
字
の
上
に
読
点
を
付
し
て
「
乃
ち
憤
り
を
発
し
て
詩

稿
を
棄
て
、
去
つ
て
之
く
所
を
知
ら
ず
」
と
し
て
「
去
」
を
動
詞
に
し
て
訓
ま

せ
た
か
っ
た
ら
し
い
。
補
助
動
詞
と
し
て
の
「
去
「
来
」
は
や
や
俗
語
的
な
表

現
で
あ
る
が
、
詩
歌
に
は
ま
ま
見
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。「
之
」
字
が
あ
る
の

で
動
詞
と
し
て
の
「
去
」
字
は
必
ず
し
も
必
要
で
な
い
。
も
し
か
し
た
ら
博
士

に
は
漢
文
は
文
言
で
綴
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
、
俗
語
的
表
現
は
排
除
す
る
と
い

う
意
識
が
あ
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。

　
「
叙
」
で
は
冒
頭
の
一
文
、「
松
雲
生
」
に
続
け
て
「
又
號
珠
山
樵
者
（
又
た

珠
山
樵
者
と
号
す
）」
と
あ
る
。
次
の
「
蒲
原
郡
人
」
の
下
は
「
生
在
田
舎
。

幼
少
習
文
（
生
ま
れ
て
田
舎
に
在
り
。
幼
少
に
し
て
文
を
習
ふ
）」
と
あ
っ
て
、

そ
の
下
の
「
少
年
坦
蕩
無
他
異
」
が
無
い
。「
田
舎
」
は
漢
籍
に
用
例
が
あ
っ

て
和
臭
の
語
で
は
な
い
が
、
日
本
語
と
し
て
は
通
俗
に
堕
し
た
も
の
な
の
で
、

田
舎
育
ち
と
い
う
表
現
を
「
坦
蕩
」
と
言
い
換
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
次
の
「
耕

暇
耽
詞
章
」
は
「
叙
」
で
は
「
耕
耘
之
暇
、
好
事
讀
誦
最
耽
詞
章
（
耕
耘
の
暇
、

事
を
好
ん
で
読
誦
し
最
も
詞
章
に
耽
る
）」
と
や
や
冗
漫
で
あ
っ
た
も
の
を
約

め
た
。
次
文
「
爲
父
兄
所
厭
、
而
生
猶
弗
改
」
は
も
と
「
遂
爲
父
老
所
厭
、
而

無
改
悛
（
遂
に
父
老
の
厭
ふ
所
と
為
る
も
、
改
悛
す
る
こ
と
無
し
）」
で
あ
っ
た
。

「
常
曰
」
に
続
く
部
分
は
「
叙
」
で
は
「
到
死
不
悔
（
死
に
到
る
ま
で
悔
い
ず
）」

で
あ
る
。
次
の
一
文
「
既
而
爲
某
翁
所
養
冒
其
氏
」
は
草
稿
「
叙
」
で
は
「
既

爲
某
氏
養
子
、
改
姓
（
既
に
某
氏
の
養
子
と
為
り
、
姓
を
改
む
）」
と
な
っ
て

い
る
が
、『
小
稿
』「
叙
」
で
は
「
到
死
不
悔
」
の
下
に
「
既
丁
年
徴
爲
兵
赴
仙

臺
白
下
（
既
に
丁
年
に
し
て
徴
さ
れ
て
兵
と
為
り
仙
台
城
下
に
赴
く
）」
と
あ
っ

た
。
養
子
縁
組
の
こ
と
は
言
及
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
の
が
、『
小
稿
』
の
「
叙
」

で
あ
り
、
草
稿
「
叙
」
と
刊
行
さ
れ
た
「
引
」
で
は
、
こ
の
一
条
が
付
加
さ
れ

た
の
で
あ
る
。
次
の
「
引
」
で
「
役
解
遊
東
京
遂
歸
郷
吟
哦
如
故
」
と
あ
る
の

が
、「
叙
」
で
は
い
ず
れ
も
「
役
満
遊
東
京
。
帰
郷
之
後
、
吟
哦
如
舊
（
役
満

ち
て
東
京
に
遊
び
、
帰
郷
の
後
も
、
吟
哦
す
る
こ
と
旧
の
如
し
）」
と
な
っ
て

い
る
。「
満
役
期
」
な
ら
よ
い
が
、「
役
満
」
は
熟
さ
な
い
と
の
判
断
で
あ
ろ
う
。

次
の
「
然
生
獨
學
無
師
故
其
詩
不
能
洗
錬
以
就
典
型
頽
唐
自
喜
」
は
「
叙
」
で

は
い
ず
れ
も
「
但
獨
學
無
師
性
亦
放
縦
故
不
能
彫
琢
以
就
典
型
風
格
漸
頽
唐

（
但
だ
独
学
に
し
て
師
無
く
、
性
も
ま
た
放
縦
な
り
。
故
に
彫
琢
し
て
以
て
典

型
に
就
く
能
は
ず
。
風
格
漸
く
頽
唐
）」
と
な
っ
て
い
て
、
助
辞
が
多
く
表
現

が
や
や
く
ど
く
な
っ
て
い
る
。
推
敲
し
て
「
洗
錬
」
を
加
え
た
も
の
と
言
え
よ

う
。「
自
喜
」
を
添
え
る
こ
と
で
、
井
蛙
遼
豕
の
見
に
陥
っ
て
い
た
こ
と
を
自

己
批
判
す
る
の
で
あ
る
。「
叙
」
で
は
続
く
「
未
幾
」
が
「
乃
」
一
字
で
あ
っ

た
こ
と
が
分
か
る
。
内
容
が
大
き
く
転
換
す
る
箇
所
な
の
で
や
や
改
ま
っ
た

「
未
幾
」
を
措
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
し
ば
ら
く
改
稿
無
く
し
て
、「
而
不
得
志
悵

然
南
歸
」
の
部
分
は
「
叙
」
に
は
「
悵
然
」
の
語
が
な
い
。「
引
」
は
お
お
む

ね
「
叙
」
を
約
め
て
い
る
が
、
か
よ
う
に
増
補
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
次
の
「
見

故
舊
嘆
曰
」
は
「
叙
」
で
は
「
逢
故
舊
喟
然
曰
」
で
あ
り
、「
喟
然
」
の
大
仰

さ
を
博
士
は
厭
う
た
の
で
あ
ろ
う
か
。「
曰
」
の
下
の
述
懐
文
「
叙
」
で
は
「
末

技
誤
身
久
命
之
盡
哉
（
末
技
の
身
を
誤
る
こ
と
久
し
、
命
之
れ
尽
き
ん
か
な
）」

と
な
っ
て
い
る
。
同
じ
詠
嘆
調
で
も
文
末
に
「
哉
」
を
措
く
陳
套
を
避
け
た
。
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続
く
部
分
は
二
種
の
「
叙
」
に
相
違
が
あ
り
、
こ
こ
で
も
『
松
雲
小
稿
』
の
「
叙
」

が
先
に
成
り
、
五
峰
に
呈
し
た
草
稿
の
「
叙
」
が
そ
れ
に
改
稿
を
加
え
た
も
の

で
あ
る
こ
と
が
確
認
で
き
る
。『
小
稿
』
に
は
「
棄
詩
稿
」
に
類
す
る
表
現
は

な
く
「
哉
」
の
下
に
「
再
去
不
知
所
嚮
（
再
び
去
つ
て
嚮
ふ
所
を
知
ら
ず
）」

と
あ
る
。
こ
の
『
小
稿
』
の
上
層
に
は
書
き
入
れ
が
あ
っ
て
「
棄
稿
草
」「
後

松
雲
之
名
與
詩
杳
無
所
聞
」
と
あ
る
。
前
者
に
は
△
が
あ
っ
て
、「
哉
」
の
下

に
挿
入
す
る
指
示
と
な
っ
て
い
る
。
後
者
に
は
×
が
あ
っ
て
、「
二
十
八
云
」

の
下
に
割
り
込
ま
せ
る
べ
し
と
す
る
。
つ
ま
り
「
引
」
の
「
乃
發
憤
棄
詩
稿
去

不
知
所
之
」
の
部
分
が
、『
小
稿
』
の
「
叙
」
の
上
層
の
指
示
で
改
稿
さ
れ
る
と
、

五
峰
に
呈
し
た
草
稿
の
「
叙
」
の
形
に
な
り
、
そ
こ
で
は
「
棄
稿
草
、
去
不
審

所
嚮
（
稿
草
を
棄
て
て
、
去
つ
て
嚮
ふ
所
を
審
に
せ
ず
）」
と
な
っ
て
い
る
の
だ
。

「
引
」
に
あ
る
「
發
憤
」
の
語
は
「
叙
」
に
は
な
か
っ
た
。「
發
憤
」
は
宮
刑
に

遭
っ
た
司
馬
遷
が
『
史
記
』
執
筆
を
開
始
す
る
際
の
語
な
の
で
、
こ
れ
は
言
外

に
吉
田
博
士
が
上
京
し
て
、
読
売
新
聞
記
者
と
な
り
、
や
が
て
不
世
出
の
歴
史

地
理
学
者
と
な
っ
て
い
っ
た
こ
と
を
指
示
す
る
の
で
あ
る
。
そ
の
過
程
で
詩
作

に
没
頭
す
る
こ
と
は
断
念
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。『
小
稿
』
の
後
者
の

書
き
入
れ
は
「
引
」
に
生
か
さ
れ
て
い
る
が
、
結
局
こ
こ
で
は
詩
集
出
版
の

「
引
」
な
の
で
、「
松
雲
之
名
與
詩
杳
無
所
聞
」
の
「
與
詩
」
は
削
除
さ
れ
た
。

そ
の
後
は
「
叙
」
で
は
「
迄
今
十
年
故
舊
憐
之
（
今
に
迄
る
ま
で
十
年
。
故
旧

之
を
憐
れ
み
）」
と
な
っ
て
い
て
、「
其
詩
古
今
體
凡
二
百
首
」
が
「
叙
」
で
は

「
一
百
首
」
で
あ
る
。『
松
雲
詩
草
』
は
当
初
百
首
程
度
の
詩
集
と
す
る
構
想
で

あ
っ
た
の
で
あ
る
。
以
下
「
引
」
末
尾
の
「
略
爲
繕
寫
以
藏
之
云
」
が
「
叙
」

に
は
な
い
。

三
、
坂
口
五
峰
添
削
草
稿
『
松
雲
詩
草
』
に
つ
い
て

　

表
紙
に
打
ち
付
け
に
「
五
峰
詞
宗
文
壇
下
／
請
厳
正
／
庚
戌
十
月
初
五
／
弟

／
吉
田
東
伍
／
拝
」
と
吉
田
博
士
の
筆
で
書
か
れ
た
『
松
雲
詩
草
』
に
つ
い
て

は
既
に
言
及
し
た
が
、
詩
本
文
に
は
五
峰
の
朱
筆
で
、
博
士
の
詩
句
に
点
、
圏

点
、
丸
印
、
二
重
丸
印
、
評
語
、
改
案
が
ほ
ぼ
す
べ
て
の
作
品
に
施
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
全
体
の
詳
細
は
、
別
稿
で
紹
介
し
て
論
じ
る
つ
も
り
で
あ
る
が
、
今

回
は
、
五
峰
が
『
北
越
詩
話
』
巻
十
や
「
吉
田
君
を
憶
ふ
」
に
記
し
た
詩
に
つ

い
て
の
具
体
的
な
裏
付
け
と
な
る
二
、
三
の
作
例
に
つ
い
て
見
る
に
留
め
た
い
。

後
者
の
記
事
で
五
峰
は
「
君
の
長
所
は
古
體
第
一
絶
句
之
に
次
ぎ
、
五
律
七
律

又
之
に
次
ぐ
と
い
ふ
順
序
だ
」
と
述
べ
て
い
た
。
そ
し
て
「
諸
體
兼
備
」
と
ほ

め
な
が
ら
も
、「
君
の
律
詩
は
ま
だ
技
工
の
上
に
缺
く
る
所
が
あ
る
ま
で
ゝ
習

熟
し
た
な
ら
或
は
絶
句
の
上
に
出
る
か
も
知
れ
ぬ
」
と
言
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、

古
詩
に
比
べ
て
、
近
体
詩
に
お
い
て
は
欠
け
る
所
が
あ
っ
た
と
い
う
の
で
あ
ろ

う
。
つ
ま
り
押
韻
平
仄
の
規
格
が
比
較
的
ゆ
る
や
か
な
古
詩
に
お
い
て
博
士
の

詩
才
は
発
揮
さ
れ
、
押
韻
平
仄
対
聯
の
規
格
が
厳
格
な
律
詩
絶
句
で
は
や
や
未

熟
な
点
が
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　
『
詩
草
』
冒
頭
は
七
言
絶
句
「
春
暮
偶
成
」
で
あ
り
、「
庚
辰
」
の
干
支
が
あ

る
の
で
、
明
治
十
三
年
（
一
八
八
〇
）
博
士
十
六
歳
の
時
の
作
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
五
峰
に
呈
せ
ら
れ
た
草
稿
は
左
の
通
り
で
あ
る
。
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書
き
下
し
は
私
に
付
し
た
。

西
窓
日
永
爐
煙
斜　

西
窓
日
永
く
し
て
爐
煙
斜
な
り

斜
引
微
風
捲
碧
紗　

斜
め
に
微
風
を
引
い
て
碧
紗
を
捲
く

新
緑
満
林
春
欲
暮　

新
緑
林
に
満
ち
て 

春
暮
れ
ん
と
欲
す

半
牀
書
帙
拂
松
花　

半
牀
の
書
帙 

松
花
を
払
ふ

　

韻
字
は
「
斜
・
紗
・
花
」
で
下
平
声
六
麻
。
上
層
部
に
五
峰
は
「
爐
は
平
」

と
記
す
。
確
か
に
こ
の
ま
ま
だ
と
起
句
の
下
三
字
「
爐
煙
斜
」
が
い
ず
れ
も
平

字
と
な
っ
て
し
ま
い
、
下
三
連
の
禁
忌
を
犯
す
。
こ
の
結
果
刊
行
さ
れ
た
『
詩

草
』
で
は
「
爐
」
字
が
仄
字
の
「
篆
」
字
に
改
め
ら
れ
て
い
る
。
承
句
の
冒
頭

は
起
句
の
末
の
韻
字
を
重
出
さ
せ
る
が
、
こ
れ
は
古
詩
の
蟬
聯
体
の
風
を
模
し

た
も
の
で
、
囲
炉
裏
か
ら
立
ち
の
ぼ
る
煙
が
斜
め
に
ゆ
ら
め
く
の
は
、
そ
よ
か

ぜ
が
斜
め
に
吹
き
込
ん
だ
た
め
で
あ
る
こ
と
を
巧
み
に
表
現
す
る
こ
と
に
成
功

し
て
い
る
と
判
断
し
た
た
め
に
意
図
的
に
破
格
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
五
峰
は

不
問
に
附
し
て
い
る
。
承
句
下
三
字
は
刊
本
で
は
「
上
淺
紗
」
と
改
め
ら
れ
て

い
る
。
こ
れ
は
博
士
独
自
の
推
敲
に
係
る
で
あ
ろ
う
。
転
句
の
末
一
字
を
五
峰

は
「
盡
」
に
直
す
よ
う
に
指
示
し
て
い
る
。
博
士
は
之
を
容
れ
ず
に
、「
暮
」

の
ま
ま
で
印
刷
に
付
し
た
。
五
峰
は
詩
題
の
「
春
暮
」
と
重
出
す
る
こ
と
を
厭

う
べ
き
だ
と
し
た
の
で
あ
り
、
一
理
あ
る
が
、
規
格
上
の
間
違
い
で
は
な
い
。

結
句
は
刊
本
で
は
「
半
床
書
帙
落
松
花
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
も
博
士
自
ら

の
推
敲
に
係
る
。「
牀
」
字
を
「
床
」
字
と
し
た
の
は
普
及
し
た
活
字
を
利
用

す
べ
き
と
判
断
さ
れ
た
の
で
あ
っ
て
、
字
義
に
違
い
は
な
い
。「
拂
」
を
「
落
」

と
変
え
た
の
は
、
一
首
の
印
象
を
大
き
く
変
え
る
も
の
で
あ
る
。
床
の
間
に
積

み
あ
が
っ
た
帙
入
り
の
書
籍
の
上
に
落
ち
て
い
た
松
の
花
を
書
斎
の
主
が
、
手

で
払
い
落
す
と
い
う
の
は
、
人
物
が
出
て
く
る
け
れ
ど
も
、
春
の
黄
昏
時
の
静

寂
を
破
る
。「
落
」
と
す
る
と
承
句
で
詠
ぜ
ら
れ
た
「
微
風
」
が
運
ん
で
来
た

「
松
花
」
を
そ
っ
と
「
帙
」
の
上
に
落
と
す
と
い
う
、
動
き
は
あ
る
が
書
斎
の

静
寂
を
引
き
立
た
せ
る
叙
景
で
結
ば
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
好
ま
し
い
。

　

続
い
て
草
稿
の
「
辛
巳
」
の
干
支
、
明
治
十
四
年
（
一
八
八
一
）
博
士
十
七

歳
の
作
か
ら
。「
山
居
二
首
」
の
第
一
首
で
あ
る
。

雨
霽
亂
山
殘
靄
青　

雨
霽
れ
て
乱
山
残
靄
青
し

溪
聲
濕
夢
讀
書
扃　

渓
声
夢
を
湿
ほ
す 

読
書
の
扃

此
間
蓬
戸
無
人
問　

此
の
間 

蓬
戸 

人
の
問
ふ
無
く

松
子
落
時
欹
枕
聽　

松
子
落
つ
る
時 

枕
を
欹そ
ば
だて

て
聴
く

　

韻
字
は
「
青
・
扃
・
聴
」
で
下
平
声
六
青
で
あ
る
。
五
峰
は
上
層
部
に
「
第

二
與
第
四
句
相
妨
（
第
二
と
第
四
と
相
ひ
妨
ぐ
）」
と
記
す
。
第
二
句
で
山
中

の
渓
流
の
水
音
を
詠
じ
る
と
第
四
句
で
松
毬
が
落
ち
る
か
そ
け
き
音
が
聞
こ
え

な
く
な
る
は
ず
だ
と
い
う
の
で
あ
る
。
五
峰
は
第
二
句
の
代
案
と
し
て
「
書
窓

盡
掩
午
睡
醒
（
書
窓
尽
く
掩
ひ
て
午
眠
よ
り
醒
む
）」
と
記
し
て
い
る
。
博
士

は
最
終
的
に
「
明
窓
静
坐
閲
茶
經
（
明
窓
に
静
坐
し
て
茶
経
を
閲
す
）」
と
し
て
、

印
刷
に
付
し
た
の
で
あ
る
。
五
峰
は
第
四
句
の
松
毬
が
落
ち
る
音
を
「
渓
声
」

が
か
き
消
さ
な
い
た
め
に
意
を
用
い
た
が
、「
書
窓
」
を
「
尽
く
掩
」
う
て
し

ま
う
と
、
今
度
は
第
一
句
の
雨
上
が
り
の
山
容
が
見
え
な
く
な
っ
て
し
ま
う
こ

と
を
失
念
し
た
。
そ
こ
に
気
づ
い
た
博
士
は
、「
明
窓
」
と
措
い
て
、
作
中
人

物
が
窓
か
ら
「
乱
山
」
を
望
み
見
る
こ
と
が
出
来
る
状
況
を
設
定
し
た
の
で
あ
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る
。
た
だ
し
五
峰
提
案
の
「
掩
」
字
は
、
第
三
句
を
最
終
的
に
改
め
た
「
柴
門

不
掩
風
鳴
樹
（
柴
門
掩
は
ず
風
樹
を
鳴
ら
す
）」
に
生
か
し
て
い
る
。
そ
し
て

第
二
句
で
五
峰
に
従
っ
て
抹
消
し
た
「
渓
声
」
に
代
え
て
、
第
三
句
に
は
「
風

樹
を
鳴
ら
す
」
と
し
て
「
風
声
」
を
点
じ
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
た
い
。
風
が

吹
き
や
ん
だ
し
じ
ま
に
松
毬
が
落
ち
た
と
し
た
ら
「
風
声
」
は
第
四
句
を
妨
げ

な
い
と
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
同
時
に
博
士
は
結
句
下
三
字
を
「
欹
枕
聽
」
か
ら

「
停
讀
聽
」
と
し
て
、
必
ず
し
も
松
毬
の
落
下
す
る
音
に
耳
を
す
ま
し
て
い
た

わ
け
で
は
な
く
、
読
書
の
折
に
ふ
と
気
づ
い
て
聞
き
耳
を
立
て
た
と
し
た
の
で

あ
る
。

　

五
峰
の
書
き
入
れ
や
評
語
を
見
て
、
そ
れ
を
博
士
の
最
終
稿
と
比
べ
る
に
際

し
て
、
筆
者
は
少
し
く
行
間
を
読
む
試
み
を
し
た
。
そ
う
し
な
け
れ
ば
、「
五

峰
は
吉
田
博
士
の
漢
詩
の
先
生
で
あ
っ
た
」
と
い
う
吉
田
家
に
今
日
伝
わ
る
伝

承
の
実
態
が
理
解
さ
れ
な
い
と
判
断
し
た
か
ら
で
あ
る
。
右
の
二
首
の
絶
句
の

添
削
を
改
稿
過
程
を
辿
る
だ
け
で
も
明
ら
か
な
の
は
、
博
士
が
「
先
生
」
五
峰

の
意
見
に
盲
従
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
両
者
の
火
花

を
散
ら
す
よ
う
な
応
酬
は
壮
観
を
呈
し
て
い
る
。
と
る
べ
き
は
と
り
、
さ
ら
に

反
論
す
べ
き
は
反
論
し
て
、
五
峰
の
意
見
を
自
ら
の
推
敲
に
生
か
し
て
い
た
経

緯
が
如
実
に
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
吉
田
博
士
の
漢
詩
人
と
し
て
の
自
負
は

相
当
の
も
の
で
あ
っ
た
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

次
は
五
峰
が
絶
句
に
及
ば
な
い
と
し
た
博
士
の
律
詩
を
見
る
。
同
じ
十
七
歳

の
作
「
江
村
即
事
」
で
あ
る
。
詩
題
に
朱
で
二
重
丸
が
施
さ
れ
て
い
る
の
だ
か

ら
、
五
峰
は
佳
作
と
評
価
し
つ
つ
も
、
専
家
の
沽
券
に
か
け
て
改
刪
を
施
し
た

も
の
で
あ
ろ
う
。

清
江
新
漲
拍
汀
沙　

清
江
新
た
に
漲み
な
ぎり

て 

汀
沙
を
拍う

ち

満
目
春
光
挂
紫
霞　

満
目
の
春
光 

紫
霞
を
挂か

く

半
片
商
帆
夕
陽
水　

半
片
の
商
帆 

夕
陽
の
水

一
竿
酒
旆
杏
花
家　

一
竿
の
酒し
ゅ

旆は
い 

杏
花
の
家

長
堤
曲
々
抱
村
遠　

長
堤
曲
々 

村
を
抱
い
て
遠
く

細
徑
遥
々
通
市
斜　

細
徑 

遥
々 

市
に
通
じ
て
斜
め
な
り

渡
口
無
人
晩
來
寂　

渡
口
人
無
く
し
て
晩
来
寂せ
き

た
り

追
群
鷗
鷺
立
蒹
葭　

群
れ
を
追
う
て
鷗
鷺
蒹
葭
に
立
つ

　

韻
字
は
「
沙
・
霞
・
家
・
斜
・
葭
」
で
下
平
声
六
麻
で
あ
る
。
五
峰
は
写
本

上
層
部
に
「
夕
陽
杏
花
不
對
（
夕
陽
と
杏
花
と
は
対
せ
ず
）」
と
い
う
評
語
を

記
す
。
第
三
句
の
「
夕
陽
」
と
第
四
句
の
「
杏
花
」
と
は
い
さ
さ
か
次
元
の
隔

絶
し
た
景
物
で
あ
っ
て
対
句
を
構
成
し
な
い
と
い
う
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
一
聯
。「
清
江
」
は
、
吉
田
博
士
が
傾
倒
し
た
杜
甫
の
詩
に
よ
く
使
わ
れ

る
語
で
、「
江
村
」
と
題
す
る
詩
に
「
清
江
一
曲
村
を
抱
い
て
流
る
」
と
い
う

句
が
あ
る
の
を
意
識
し
た
も
の
で
あ
っ
た
ろ
う
が
、
五
峰
は
こ
れ
を
棄
て
て

「
雨
餘
」
の
語
を
措
け
と
す
る
。「
雨
餘
」
は
「
雨
後
」
に
同
じ
で
、「
餘
」
が

平
字
、「
後
」
が
仄
字
な
の
で
、
詩
の
中
で
は
平
仄
の
関
係
で
使
い
分
け
ら
れ
る
。

続
く
「
新
漲
」
と
「
拍
汀
沙
」
と
で
活
写
さ
れ
る
水
の
勢
い
と
い
う
も
の
の
理

由
を
明
示
す
る
の
で
あ
る
。
刊
本
で
は
こ
の
改
案
に
従
っ
て
い
る
。
続
く
第
二

句
の
「
春
光
」
と
「
挂
紫
霞
」
と
を
、
五
峰
は
そ
れ
ぞ
れ
「
滄
江
」、「
散
綺
霞
」

に
置
換
す
べ
き
だ
と
し
て
、
博
士
は
こ
れ
に
も
従
っ
た
。「
滄
江
」
は
第
一
句
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で
「
清
江
」
を
消
し
た
た
め
に
、
川
全
体
に
注
意
を
喚
起
す
る
た
め
に
は
必
要

な
語
で
あ
っ
た
。「
散
綺
霞
」
は
、「
挂
」
よ
り
も
「
散
」
と
し
た
ほ
う
が
空
間

の
広
が
り
が
感
得
し
や
す
い
と
い
う
こ
と
と
「
滄
」
字
が
含
む
青
の
色
彩
感
が

「
紫
」
字
と
重
な
る
弊
を
避
け
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
二
聯
。
第
三
句
冒
頭
に
つ

い
て
、
五
峰
は
初
め
「
半
片
商
帆
」
を
「
十
幅
風
帆
」
と
改
め
る
べ
き
だ
と
し

た
後
に
、
考
え
直
し
て
第
三
句
全
体
を
「
畫
槳
蘯
春
荻
芽
水
（
畫
槳
春
を
蘯
か

す
荻
芽
の
水
）」
と
す
べ
き
だ
と
し
た
の
で
あ
る
。
代
案
呈
示
も
容
易
な
業
で

は
な
い
。
襟
を
正
し
て
誠
実
に
五
峰
が
『
松
雲
詩
草
』
草
稿
を
閲
読
し
て
い
た

こ
と
が
知
れ
る
。
博
士
は
こ
の
改
案
を
ほ
ぼ
受
け
入
れ
て
「
畫
槳
嬉
春
荻
芽
水
」

を
最
終
稿
と
し
た
。
そ
れ
で
も
五
峰
の
案
の
一
字
を
替
え
て
い
た
。「
蘯
春
」

で
あ
る
と
雨
で
水
か
さ
増
し
た
川
の
流
れ
を
美
し
い
色
合
い
の
櫂
で
力
強
く
漕

い
で
い
る
感
じ
に
な
る
が
、「
嬉
」
と
す
る
と
漕
い
で
い
る
か
ど
う
か
は
不
問

に
附
さ
れ
て
情
景
が
静
寂
に
包
ま
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

博
士
は
静
寂
を
好
ん
だ
。
ま
た
上
層
の
評
語
の
「
杏
花
」
と
「
夕
陽
」
と
は

対
を
成
さ
な
い
と
の
指
摘
が
、「
夕
陽
」
の
代
案
と
し
て
「
荻
芽
」
を
措
く
べ

き
と
し
た
こ
と
で
ダ
メ
を
押
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
は
素
直
に

従
わ
れ
た
の
で
あ
る
。
第
四
句
で
五
峰
は
「
一
竿
酒
旆
」
を
「
青
帘
賣
酒
」
と

す
べ
き
だ
と
し
た
。
博
士
は
こ
れ
に
も
従
っ
た
。
原
案
も
改
案
も
、
中
唐
、
杜

牧
「
清
明
」
の
「
借
問
酒
家
何
處
有
、
牧
童
遥
指
杏
花
村
」
を
踏
ま
え
る
が
、

五
峰
の
案
は
「
畫
」
と
「
青
」、「
嬉
春
」
と
「
賣
酒
」
の
対
照
性
に
留
意
し
た

も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
納
得
で
き
た
の
で
、
博
士
は
服
膺
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

第
三
聯
。
五
峰
は
第
五
句
の
「
曲
々
」
を
「
十
里
」
と
す
べ
き
だ
と
し
た
。

博
士
は
こ
れ
を
退
け
て
最
終
稿
を
「
長
堤
蟠
曲
抱
村
遠
」
と
さ
れ
た
。
博
士
が

「
曲
」
字
に
拘
泥
さ
れ
た
の
は
、
眼
前
嘱
目
の
水
景
が
実
際
に
湾
曲
し
て
い
た

の
で
あ
ろ
う
し
、
杜
甫
の
句
の
「
清
江
一
曲
抱
村
流
」
を
利
か
せ
て
い
る
こ
と

を
強
調
し
た
か
っ
た
ゆ
え
だ
と
推
察
さ
れ
る
。
第
六
句
。
五
峰
は
「
遥
々
」
を

「
一
條
」
と
す
べ
き
だ
と
し
た
が
、
こ
れ
は
前
句
を
「
十
里
」
と
改
め
た
場
合

に
対
を
成
す
た
め
の
案
で
あ
る
か
ら
、
既
に
「
十
里
」
を
退
け
た
の
で
あ
れ
ば
、

最
終
案
の
「
蟠
曲
」
と
対
を
成
す
語
で
な
く
て
は
な
ら
ず
、
そ
の
結
果
、「
細

徑
蛇
行
通
市
斜
」
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

最
終
聯
。
第
七
句
に
五
峰
は
添
削
を
施
さ
ぬ
。
第
八
句
に
つ
い
て
は
五
峰
は

「
群
鷗
呼
侶
立
蒹
葭
」
と
す
べ
き
だ
と
し
た
。
確
か
に
草
稿
の
ま
ま
で
あ
る
と
、

「
追
群
」
と
い
う
動
き
の
あ
る
語
と
静
止
状
態
を
表
現
す
る
「
立
」
字
と
が
矛

盾
を
来
す
。
五
峰
の
「
鷗
鷺
」
を
「
鷗
」
だ
け
と
し
て
、
静
止
図
と
す
べ
き
だ

と
す
る
提
案
に
、
博
士
は
従
っ
て
い
る
が
、
五
峰
案
を
鵜
呑
み
に
は
し
な
い
。

「
貪
眠
鷗
對
倦
飛
鴉
（
眠
り
を
貪
る
鷗
は
対
す
飛
ぶ
に
倦
る
る
鴉
に
）」
と
い

う
の
が
最
終
案
で
あ
る
。「
鷗
」
も
「
鴉
」
も
水
上
に
舞
い
降
り
て
や
す
ら
っ

て
は
い
る
が
、「
鷺
」
を
消
し
た
代
わ
り
に
韻
字
で
も
あ
る
「
鴉
」
を
点
じ
た

と
こ
ろ
に
漢
詩
人
吉
田
東
伍
の
負
け
じ
魂
を
見
る
。

　

絶
句
、
律
詩
を
見
る
と
五
峰
は
、
存
分
に
博
士
の
詩
句
に
添
刪
を
施
し
て
い

る
こ
と
が
看
取
さ
れ
た
。
特
に
律
詩
に
つ
い
て
五
峰
は
完
膚
無
き
ま
で
に
朱
筆

を
加
え
て
お
り
、
こ
れ
は
草
稿
『
松
雲
詩
草
』
全
体
の
傾
向
と
も
な
っ
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
先
に
引
用
し
た
「
吉
田
君
を
憶
ふ
」
の
古
詩
第
一
、
絶
句
が
こ
れ

に
次
ぎ
、
律
詩
は
未
だ
し
と
す
る
評
価
に
呼
応
す
る
。
し
か
ら
ば
、
最
も
博
士
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が
秀
で
る
と
す
る
古
詩
に
つ
い
て
、
五
峰
は
ど
の
よ
う
な
批
評
を
書
き
付
け
た

の
か
。
こ
こ
で
は
諸
家
絶
賛
の
「
金
陵
行
」
一
篇
を
紹
介
す
る
に
留
め
る
。「
金

陵
行
」
は
刊
本
の
詩
題
で
あ
り
、
草
稿
で
は
「
甲
申
二
月
讀
史
到
道
光
咸
豊
亂

慨
然
有
金
陵
行
之
作
」
と
い
う
長
い
詩
題
で
あ
っ
た
。
五
峰
は
こ
れ
を
「
金
陵

行
」
と
い
う
詩
題
と
「
甲
申
（
中
略
）
慨
然
作
之
」
と
い
う
引
と
に
分
け
る
よ

う
に
提
案
し
て
い
る
。
実
は
草
稿
に
お
い
て
、
詩
題
を
か
く
改
め
る
こ
と
を
指

示
す
る
朱
筆
が
施
さ
れ
て
い
る
外
、
詩
本
文
に
は
二
か
所
の
朱
字
訂
正
と
評
価

を
意
味
す
る
傍
点
の
他
ほ
と
ん
ど
五
峰
は
加
朱
せ
ぬ
の
で
あ
る
。
古
詩
「
金
陵

行
」
を
間
然
す
る
所
が
な
い
傑
作
と
五
峰
は
見
做
し
て
い
た
。

歴
陽
樹
低
三
山
開　

歴
陽 

樹
低
く
く
し
て
三
山
開
く

龍
虎
百
戰
勢
雄
哉　

龍
虎
百
戦
し
て 

勢
い
雄
な
る
か
な

王
氣
金
陵
破
未
盡　

王
気 

金
陵 

破
れ
ど
も
未
だ
尽
き
ず

天
花
如
雨
留
空
臺
』　

天
花
雨
の
如
く
空
台
に
濺
ぐ

救
世
之
主
洪
氏
子　

救
世
の
主 

洪
氏
子

七
日
昇
天
起
於
死　

七
日
天
に
昇
り
て
死
よ
り
起
つ

三
十
六
鐙
照
湖
山　

三
十
六
鐙 

湖
山
を
照
ら
す

樓
船
夜
下
長
江
水
』　

楼
船 

夜
下
る 

長
江
の
水

嶺
外
難
回
林
青
天　

嶺
外 

回
ら
し
難
し 

林
青
の
天

百
城
失
守
及
趙
燕　

百
城
守
を
失
し
て
趙
燕
に
及
ぶ

燕
山
朝
廷
狼
狽
甚　

燕
山
の
朝
廷 

狼
狽
す
る
こ
と
甚
だ
し

禹
域
南
北
塵
氛
塡
』　

禹
域
の
南
北 

塵
氛
塡う
づ

む

誰
言
粤
人
似
封
豨　

誰
か
言
は
ん 

粤
人
は
豨
に
似
た
る
を

進
止
不
免
慕
羶
螘　

進
止 

羶
螘
を
慕
ふ
を
免
れ
ず

南
京
十
年
且
偸
安　

南
京
十
年
且
く
偸
安
す

蛇
脊
斬
絶
纔
掉
尾
』　

蛇
脊
斬
絶
せ
ら
れ
て
纔
か
に
尾
を
掉
る

楚
湘
義
勇
殺
賊
興　

楚
湘
の
義
勇 

賊
を
殺
し
て
興
つ

制
勝
名
將
推
姓
曽　

勝
ち
を
制
す
る
名
将 

姓
曽
を
推
す

成
敗
由
來
各
自
取　

成
敗
由
来 

各
自
に
取
り

満
漢
興
亡
非
天
數
』　

満
漢
の
興
亡 

天
数
に
非
ず

君
不
見
遺
甲
廿
五
動
瀋
遼　

君
見
ず
や
遺
甲
十
三
瀋
遼
を
動
か
す
を

中
原
草
木
秋
蕭
　々

中
原
の
草
木 

秋
蕭
々

北
風
吹
江
朱
火
滅　

北
風
江
を
吹
い
て
朱
火
滅
し

列
代
衣
冠
永
灰
銷　

列
代
の
衣
冠
永
へ
に
灰
銷
す

太
平
天
國
名
徒
美　

太
平
天
国 

名
の
み
徒
ら
に
美
な
り

頭
髪
雖
長
非
前
朝
』　

頭
髪
長
し
と
雖
も
前
朝
に
非
ず

　

本
詩
は
清
末
の
大
規
模
な
宗
教
反
乱
と
し
て
名
高
い
太
平
天
国
の
乱
の
中
心

的
舞
台
と
な
っ
た
「
金
陵
」
＝
南
京
を
詠
じ
た
七
言
古
詩
で
あ
り
、
換
韻
が
五

か
所
に
認
め
ら
れ
、
内
容
が
六
段
に
分
か
れ
る
。
韻
字
は
「
開
・
哉
・
臺
」（
上

平
声
十
灰
）、「
子
・
死
・
水
」（
上
声
四
紙
）、「
天
・
燕
・
塡
」（
下
平
声
一
先
）

「
興
・
曽
・
数
」（
下
平
声
十
蒸
と
去
声
七
遇
と
の
通
押
）、「
遼
・
蕭
・
銷
・
朝
」

（
下
平
声
二
蕭
）。

　

五
峰
も
ま
た
交
際
の
あ
っ
た
田
辺
碧
堂
や
国
分
青
厓
と
同
じ
く
、
詠
史
詩
に

本
領
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る
（
石
川
淳
『
諸
國
畸
人
傳
』「
阪
口
五
峰
」）
が
、
そ

の
詠
史
詩
の
名
手
が
太
平
天
国
の
乱
を
詠
じ
た
「
金
陵
行
」
を
絶
賛
し
た
の
で
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あ
っ
た
。

　

詩
は
初
め
に
陥
落
し
た
後
の
南
京
を
詠
じ
、
転
じ
て
反
乱
の
首
魁
洪
秀
全
が

長
病
の
床
で
夢
を
見
て
キ
リ
ス
ト
教
に
目
覚
め
て
起
ち
あ
が
り
、
滅
満
興
漢
を

旗
印
に
、
北
京
の
朝
廷
を
脅
か
し
、
南
京
を
陥
落
さ
せ
て
天
京
を
置
き
、
や
が

て
曽
国
藩
、
李
鴻
章
の
湘
軍
、
淮
軍
に
鎮
定
さ
れ
る
ま
で
を
活
写
す
る
。
博
士

が
従
軍
記
者
と
し
て
中
国
に
赴
く
の
は
明
治
二
十
八
年
の
こ
と
だ
か
ら
、
こ
の

詩
に
お
け
る
情
報
は
新
聞
な
ど
で
得
た
も
の
で
、
そ
れ
を
織
り
込
ん
だ
も
の
と

思
わ
れ
る
。

　

五
峰
の
朱
は
「
成
敗
由
來
各
自
取
」
句
の
「
各
自
取
」
を
「
人
自
取
」
と
し
、

「
君
不
見
」
の
長
句
の
「
廿
五
」
を
「
十
三
」
に
替
え
る
の
み
で
あ
り
、
博
士

も
そ
れ
に
従
っ
て
お
ら
れ
る
。た
だ
、初
め
か
ら
四
句
目
の
「
留
空
臺
」
の
「
留
」

字
が
刊
本
で
は
「
濺
」
字
と
な
っ
て
い
る
の
と
、
末
の
二
句
が
刊
本
で
は
「
太

平
天
國
片
時
夢
、
獨
使
詞
客
傷
六
朝
（
太
平
天
国
片
時
の
夢
、
独
り
詞
客
を
し

て
六
朝
を
傷
ま
し
む
）」
と
な
っ
て
い
る
。
博
士
自
ら
の
推
敲
に
係
る
か
、
菊

池
晩
香
の
提
案
に
由
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
す
れ
ば
、
後
者
に
は
晩
唐
、

韋
荘
の
「
過
金
陵
」
の
「
六
朝
夢
の
如
く
鳥
空
し
く
鳴
く
」（『
唐
宋
聯
珠
詩
格
』）

が
、
前
者
に
は
盛
唐
、
杜
甫
「
春
望
」
の
「
別
れ
を
惜
し
み
て
は
花
に
も
涙
を

濺
ぐ
」（『
唐
詩
選
』）
が
想
起
さ
れ
て
、
味
わ
い
を
増
す
の
で
推
敲
し
て
さ
ら

に
よ
く
な
っ
た
と
思
え
る
。
特
に
結
句
は
辮
髪
を
描
い
た
新
聞
記
者
的
な
精
緻

な
観
察
を
棄
て
て
、
詠
史
詩
特
有
の
歴
史
的
感
慨
を
餘
情
と
す
る
見
事
な
改
変

で
あ
っ
た
。

 

（
二
〇
一
七
・
九
・
一
九
脱
稿
）


